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は じ め に 

 

静 岡県 は、富士 山頂から駿 河湾 深層 までの高 低差 約 6,000ｍに展 開する

貴 重 な自 然 を有 しており、美 しく豊 かな自 然 の恵 みが享 受 でき、うるおいのあ

る生 活 環 境 が守 られている「やすらぎ」と盛 んな経 済 活 動 による「活 力 」に満

ち溢 れた「環 境の理想 郷 “ふじのくに”」の実 現を基本 目標 としています。 

 

しかしながら、環 境 分 野 では、温 暖 化 や資 源 の枯 渇 、生 物 多 様 性 の損 失

等 が地 球 規 模 で進 行 しているほか、国 境 を超 え拡 散 する大 気 汚 染 や新 たな

化 学物 質 による水 質汚 染等 が発生 しています。 

 

また、保 健 衛 生 の分 野 においても、食 中 毒 の頻 発 や新 たな感 染 症 の発 生 、

危 険 ドラッグの流 通 など、ケースによっては国 際 的 な規 模 で健 康 を脅 かす問

題 が発生 してきています。 

 

静 岡 県 環 境 衛 生 科 学 研 究 所 は、多 様 化 する環 境 問 題 や健 康 危 機 管 理

事 案 の発 生 に的 確 かつ迅 速 に対 応 し、科 学 的 ・技 術 的 な面 から本 県 の環

境 と県 民の健康を守る中 核 機関 の役 割を担 っています。 

 

本 報告 は、平成 30 年 度 に終 了した調査研 究 の成 果をとりまとめたもので

あり、いずれも前 述 の基 本 目 標 達 成 に向 けた取 組 の一 つとなっています。地

下 水 エネルギーの活 用 、環 境 基 準 未 達 成 の原 因 追 及 、新 たな感 染 症 等 の

流 行 抑 制 、化学 物 質に係 る分 析 技術 などは、重 要 課 題 として継続 的 に研究

しており、過 去 や今 後 の成 果 と併 せて、研 究 所 の使 命 を果 たして参 りたいと

考 えています。 

 

 

 

令 和 ２年 ３月  

 

 

静 岡県 環境 衛生 科学 研究 所長  神山 正之 
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はじめに 

我が国のエネルギーに関する課題として，高い化石エ

ネルギーへの依存と地球温暖化問題がある．依存度は

2014 年で 94.7％になり，主要国の中で最も高く，また，

供給も海外に依存しており，将来的な枯渇や国際情勢に

よる安定的な供給に懸念がある１）．また，化石エネルギ

ーの消費による温室効果ガスの増大は，地球温暖化の原

因とされており，その削減は大きな課題である．これら

の問題を解決する方策として，太陽光発電，風力発電，

水力発電等の再生可能エネルギーに注目が集まっており，

静岡県においても，ふじのくにエネルギー総合戦略にお

いて再生エネルギーの導入拡大は重点取組となっている
2)． 

河川の水は，夏期は大気よりも冷たく，冬期は大気よ

りも暖かいという特徴があり，この温度差を熱源とし，

ヒートポンプと熱交換器を利用することによって冷暖房

や給湯に活用することができる． 

 河川水による温度差熱利用の事例としては，東京都の

箱崎地区における隅田川の豊富な河川水を利用してのオ

フィスビルや住宅等の冷暖房に活用する地域熱供給事業
3)のような大規模なものがあるが，身近な水路を使う研究

も行われており，側構を流れる水から熱エネルギーを得

て融雪に利用する研究 4)や農業用水の利用を想定した研

究 5)等がある． 

地下水や湧水の水温は年間を通じてほぼ一定であり，

富士山周辺には，富士山からの地下水の湧出地点が多く

あり，湧水を水源とする河川も多く存在しており，温度

差エネルギーを活用するのに適地であると考えられる． 

これまで当研究所では，富士山周辺の湧水を起源とす

る市町が管理する普通河川などの小河川（以下，小河川

とする）の利用に関しては，マイクロ水力発電に関する

研究 6)を実施してきたが，今回は，図１のようなヒートポ

ンプを活用した河川水利用型熱交換システムの利用につ

いて検討することとした． 

本研究では，図２に示した富士市の今泉，原田，吉永

富士山地域における未利用エネルギーに関する研究 

―小河川における温度差熱エネルギーポテンシャル調査― 

 
 

環境科学部 環境科学班 伏見典晃，村中康秀，神谷貴文 

岡智也 

  

Study about unutilized energy utilization in Mt. Fuji area 

Potential investigation of temperature difference energy in a small river  

 

Noriaki FUSHIMI，Yasuhide MURANAKA， Takafumi KAMITANI 

and Tomoya OKA  

 

富士山周辺に存在する未利用エネルギーとして，湧水を起源とする小河川における温度差熱エネルギーの

利用について検討した． 

富士市今泉，原田，吉永地区の湧水を起源とする小河川を対象として調査を行った．湧水起源の小河川は

湧水源から離れるほど気温の影響により水温が変化し，上流部と下流部でヒートポンプの効率に差が出るものと

考えられた．流量は年間を通じて確保でき，安定してエネルギーを得ることができることが分かった．観測デー

タからエネルギー賦存量を算出したところ，勇水源に近い上流部で低く，下流部ほど高くなった．特に，富士市

吉永地区の小河川はエネルギー賦存量が大きく川幅も広いことから利用に適しているものと考えられた．  

 

Key words: 富士山, 湧水, 小河川, エネルギー賦存量, 温度差エネルギー 

     Mt.Fuji, sporing,small stream,energy resource,temperature difference energy 
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地域を対象とし，湧水を起源とする小河川への河川水利

用型熱交換システムを導入するにあたり，小河川の状況，

利用可能性，エネルギー賦存量について調査した． 

 

 

 

 

 

方  法 

１ 小河川マップの作成 

 富士市の作成した富士市今泉，原田，吉永地区の湧水

マップ 7)等を参考にし，勇水源を起点に歩きながら，ゼ

ンリン住宅地図富士市東部版に記載されている水路に照

らし合わせながら，地図上に記載のない水路の存在，水

の流れる方向，合流，分岐，暗渠などの状況を一級河川

に合流するまで，または，工場敷地内への流入等により

調査が困難になる地点まで調査した．調査データを整理

し，地理情報システムで小河川マップを作成した．なお，

マップは一級，二級，準用河川等以外の河川法が適用さ

れていない河川すべてを対象に作成した． 

 

２ 各河川における水温及び流量 

湧水を起源とする小河川のエネルギー賦存量を算出す

るための基礎データを得るために 2016 年８月に作成した小

河川マップにおける各河川計 93 地点において水温，流速，

水深，川幅等のデータを収集した．調査地点は，小河川

マップをもとに，合流，分岐状況を考慮し選定した． 

水温はチノー製デジタルハンディ温度計（測温抵抗体

センサ使用），流速はケネック製プロペラ流速計，水深や

川幅は測定場所により，メジャー，定規，測量用ポール

等を使い分け計測した．なお，川幅が 60 ㎝以上であっ

た場合は，河川の断面を２～５等分し，断面ごとに流速，

水深を計測した．流速は，水深の中間部にて測定した． 

流量は以下の式により算出した． 

 

断面ごとの流量＝流速×分割した断面積 

 

流量は断面ごと求め，その合計値を流量とした． 

各河川における水温や流量は，水源からの距離，気温

や分岐・合流等の影響を受け変化すると考えられる．都

留市における湧水・用水の実態把握 8)において，湧水が

多く流入する用水の流域は下流域でも比較的水温が一定

であるという調査結果があるが，富士市の河川において

は不明である．そこで，年ごとの変化，季節による変化，

流下による変化を確認するために，定点観測を行った．

市の河川部局が管理する普通河川区間から，今泉地区１

河川（善徳寺水路），原田地区１河川（滝川町１号水路），

吉永地区２河川（比奈天神川，医王寺荒川）を選び，夏

期（2016 年８月，2017 年８月）と冬期（2017 年２～３月，

2018 年１～２月）に２年間計４回観測データを収集した．

調査地点数は，それぞれ，４地点，３地点，７地点，７地

点である． 

 

３ 温度差熱エネルギー賦存量の算出 

 各調査地点における温度差熱エネルギー賦存量を，新

エネルギーガイドブックの計算例 9)を参考に以下の式に

て算出し，地理情報システムでポテンシャルマップを作

製した． 

 

   エネルギー賦存量（MJ/h）＝ 

比熱×比重×流量×利用温度差 

 

比熱：4.186MJ/t・K（水の定圧比熱） 

   比重：１t/ｍ3 

 一時間当たり流量：観測データ（ｍ3/s）×3600ｓ 

利用温度差：５℃ 

   

結果および考察 

１ 小河川マップの作成 

 小河川マップは全体図が図３，各地区が図４～図６のと

おりである．このマップにより，湧水源から出た水の分

岐，合流状況，最終的にどの地点で一級河川等に合流す

るのか示すことができた．また，地理情報システムにお

いて，道路データや家屋データと合わせればどのような

環境を流下していくか示すことができる． 

 湧水源を流れ出た水は，分岐，合流を繰り返し，道路

横や家屋敷地横等を流下していくことが確認できた．今

図２ 対象地区 

図１ 河川利用型熱交換システム例 
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泉地区や吉永地区では，複数の湧水源から流れ出た水が

合流し，河川を作り上げていることが分かった．今泉地

区の河川は，湧水源から比較的短い距離で一級河川等に

合流していたのに対し，原田地区や吉永地区の河川はそ

の距離は長かった． 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

２ 各河川における水温及び流量 

水温は，15℃～18℃であり，今泉地区に比べて吉永地

区の方が高い傾向にあった．流速は，湧水源が標高の高

いところにある原田地区が総じて速かった．流量は湧水

源付近では，0.01m3/s 以下のところが多かったが，合流

により，0.03m3/s 程度まで増加する地点もあった．川幅

は，湧水源付近では狭く，下流に行くほど広くなる傾向

にあった．これは，流量の増加と関係があると考えられ

る．（図表なし） 

定点観測の地点を図７，水温，流量の状況をそれぞれ，

図８，図９に示した．2016年と 2017 年の夏の水温を比較

すると，最大で１℃の程度の違いであり，また，2017 年

と 2018 年の冬の水温を比較すると，ほとんどの地点が

0.5℃以下の違いであり，年によって大きく温度の違いが

生じないと考えられた．流下による温度の変化を見てみ

ると，善徳寺水路や滝川町１号水路ではほとんど変化し

ていないのに対し，比奈天神川，医王寺荒川では，下流

に行くほど夏期の水温は高くなり，冬季は低くなる傾向

にあった．水源の水温は年間を通してほぼ一定であり，

この傾向は，距離が長い河川ほど強くなっていることか

ら，流下過程で，気温の影響を受け，水温が上昇または

低下したものと考えられた．特に，夏期の方が，気温の

影響を受けるものと考えられた．医王寺荒川において，

一部上昇がみられなくなっている調査地点があるが，こ

れは，他河川の合流があったためであると考えられる． 

流量は，比奈天神川では年ごと，季節による差がみら

れたが，他の河川ではほぼ同じであった．多くの湧水源

から集水していることや分岐が多いためであると考えら

れた．  

川幅の測定結果を図 10 に示した．川幅が狭い場合は，

熱交換器の設置が困難となる場合がある．原田地区は，

川幅が１ｍ以下の狭いところが多く，適地でないと考え

られ，川幅が広い地点が多い吉永地区は利用可能性が高

いと考えられた． 

 

 図７ 定点観測の調査地点 

図３ 小河川マップ全体図 

図４ 小河川マップ（今泉地区） 

図５ 小河川マップ（原田地区） 

図６ 小河川マップ（吉永地区） 
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３ エネルギー賦存量の算出 

 今回は 2017 年の夏の観測値から温度差熱エネルギー

賦存量を算出し，マップを作成した（図 11）．今泉地区，

吉永地区では20GJ/hとなるところがあり，比較的高い区

間が多かった．原田地区は一部で15GJ/hとなるところも

あったが全体的に賦存量は小さかった．上流部で賦存量

は少なく，下流部で大きくなる傾向にあったが，下流部

ほど複数の湧水源からの水が集まり流量が多くなってい

るためであると考えられた．             

今回算出したエネルギー賦存量は，利用温度差５℃と

した場合の理論上の最大限のエネルギー量である．実際

にエネルギーを取り出した場合，使用する熱交換器等に

よって利用できるエネルギー量は少なくなる．今後は，

利用する熱交換器を想定した熱交換容量を算出する必要

がある． 

 

 

 

まとめ 

富士市において，湧水起源の河川の水熱エネルギーの

賦存量を明らかにするために，河川の状況，水温，流速

等の調査を行った． 

 湧水起源の河川の水温は，上流部ではほぼ一定である

が，湧水源から離れるほど気温の影響を受け，流下距離

が長い河川では上流部と下流部でヒートポンプの効率に

差が出るものと考えられた．流量は季節的変化が少なく，

年間を通じてエネルギーを安定的に確保できると考えら

れた．  

 吉永地区に，エネルギー賦存量が多い河川がみられた．

河川水からの採熱には，熱交換器を河川に設置する必要

があるが，この地区の河川は，川幅が広く，水深も比較

的広いために設置するための条件も満たしており，導入

可能性も高い． 

 熱交換器としては，シート状熱交換器が農業用水で利

用の研究 5)が進められている．今回調査を行った小河川

においても利用できると考えられる．今後は，より詳細

な適地マップ等を作成するにあたっては，この熱交換器

の利用を想定した，熱交換容量の算出等を進めていく必

要がある． 

 河川に構造物を設置するためには一級，二級，準用河

川では河川法に基づく占有許可を得ることが必要である．

今回調査を行った河川は市の管理する普通河川であった

が、これらも構造物を設置するためには河川法に準拠す

る条例に基づく占有許可が必要である．河川に構造物を

設置することに対し許可は難しいと考えられ，河川にお

図９ 定点観測データ（流量） 

図 10 各河川の川幅 

図８ 定点観測データ（水温） 

図 11 温度差熱エネルギー賦存量マップ 
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いて温度差熱エネルギーを利用するためには，これらも

解決すべき課題である．しかし，これまで多目的利用が

されてこなかった下水道において，温度差熱エネルギー

を利用できるような取組 10)が実施されて規制が緩和され

ており，小河川の利用についても期待されるところであ

る． 
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はじめに 

静岡県におけるノロウイルス（NoV）による食中毒は，

発生件数においても患者数においても毎年上位を占めて

おり 1），効果的な防止対策が求められている．さらに，

NoV は，例年多数の施設内感染や家庭内感染を引き起こ

しており，感染症動向調査における感染性胃腸炎患者か

ら検出される胃腸炎ウイルスのなかでは，NoV が最多で

ある 2）． 

NoV の中でも，2 つの遺伝子群がヒトの病因として，

重要であり，VP1 領域の配列による遺伝子型別では，

Genogroup(G)Ⅰは 9 種類（GⅠ.1～GⅠ.9），GⅡは 22 種

類（GⅡ.1～GⅡ.22）の遺伝子型に分かれている 3) ．集

団感染性胃腸炎の原因となった遺伝子型は様々であり，

シーズンごとに流行する遺伝子型が異なるほか，年齢層

別に流行する遺伝子型に違いがあるといわれている 4）．

また，遺伝子型ごとに排泄量には違いがあり，例えば，

流行や変異がしやすいGⅡ.4については他の遺伝子型よ

り排出量が多い傾向にあるという報告がある 5) ． 

さらに，近年， RNA 依存性 RNA ポリメラーゼ（RdRp）

をコードしている open reading frame（ORF）1 と VP1 領

域コードしている ORF2 の間で組換えを起こしたキメラ

ウイルスが報告されている 6) ．これらの新規遺伝子型の

ウイルスの大流行を予測し防ぐためには，RdRp 領域と

VP1 領域の両方の遺伝子解析を行うことが重要である． 

そこで，本研究では，静岡県内で発生した集団感染性

胃腸炎について，各遺伝子型別の排泄量の違いや年齢層

別の遺伝子型の傾向把握および遺伝子解析を行い，本県

のノロウイルス食中毒および感染症防止に寄与すること

を目的とした． 

 

方  法 

1）NoV 遺伝子量の測定 

平成 26 年 9 月から平成 31 年 2 月に静岡県内で発生し

静岡県内でのノロウイルスの流行と遺伝子型の関連性に関する研究 
 

微生物部 ウイルス班    原稔美，酒井悠希子，大石沙織，  

阿部冬樹，神田隆 

 

  

Study on Relation between Epidemic and Genotype of Norovirus 

 

Toshimi HARA，Yukiko SAKAI, Saori OISHI, 

 Fuyuki ABE and Takashi KANDA 

 

静岡県内の集団感染性胃腸炎検体から検出されたノロウイルスについて，遺伝子型ごとの排泄量および年

齢層別に流行する遺伝子型を調査し，近年流行している遺伝子型について解析を行った． 

遺伝子型ごとの排泄量の最大値は，GⅠよりも GⅡの方が高く，GⅡの中では GⅡ.4 の最大値が最も高かっ

た．現在，ヒトの流行の主流は GⅡで，その中でも特に GⅡ.4 は毎年検出されており，ウイルス排泄量の多い患

者がいることが流行の要因の１つとなっていることが考えられた．さらに GⅡ.4 は，シーズンごとに中央値に差異

があり，シーズンごとにウイルスの遺伝子変異や宿主側の免疫回避が起こっていることが推測された. 

年齢層別に流行する遺伝子型を調べたところ，GⅡ.4 は 0-3 歳，成人，高齢者の年齢層で流行しやすく，G

Ⅱ.17 は成人や高齢者で流行しやすいなど遺伝子型ごとに特徴があることが分かった． 

さらに，2016/17 シーズンおよび 2017/18 シーズンに流行した遺伝子型について，RdRp 領域および VP１領

域の遺伝子解析をしたところ，2016/17 シーズンに全国的に流行した株と遺伝学的に類縁性が高いことが分かっ

た． 

本研究の結果は，ノロウイルス食中毒および感染症防止のための県民への効果的な啓発に寄与すると考え

られる． 

 

Key words: ノロウイルス,流行,遺伝子型,排泄量,年齢層,遺伝子解析 

norovirus, epidemic, genotype, excretion,age group,genetic analysis 

静岡県環境衛生科学研究所 

(〒420-8637，静岡市葵区北安東 4－27－2) 

Shizuoka Institute of Environment and Hygiene 

(4-27-2,Kita-ando,Aoi-ku,Shizuoka,420-8637,Japan) 

静岡県環境衛生科学研究所報告  No.61   7－11   2018           

Bulletin of Shizuoka Institute of Environ. and Hyg. 
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た NoV 集団感染事例において当所に搬入された患者便，

調理従事者便,施設勤務者便 1,467 検体について，厚生労

働省課長通知 7）に準じて，糞便からの NoV 遺伝子量の測

定を行った．すなわち，便を PBS に懸濁し 10％乳剤を作

成し，10,000rpm，4℃20 分間遠心後，得られた上清 140

μLをRNA抽出に供した．RNA抽出は，QIAamp Viral RNA 

Mini Kit (QIAGEN)を用いた．抽出 RNA について，DNase

処理を行い，Prime Script RT Reagent Kit（TaKaRa）を

用いて，RT 処理した．得られたｃDNA 2μL のウイルス

遺伝子量をリアルタイムPCRにてPremix  Ex Taq（Probe 

qPCR）（TaKaRa）を用いて測定した後，糞便１g あたりの

遺伝子量に換算した． 

2）NoV 遺伝子型の決定 

NoV 陽性と確認された検体について，RdRp 領域およ

び VP1 領域を Polymerase Chain Reaction(PCR)にて増

幅した．PCR には，DNA ポリメラーゼに Blend taq 

–plus-(東洋紡)を用いて，GⅠ特異的プライマーには

COG1FおよびG1-SKR，GⅡ特異的プライマーにはYuriF

および COG2R を使用した． 

増幅産物の塩基配列は，ダイレクトシークエンス法に

より決定した． 

遺伝子型の決定には，Noronet が提供している NoV 遺

伝子型分析ツール Norovirus Genotyping Tool Vertion 2.0

（https://www.rivm.nl/mpf/typingtool/norovirus/）を使用

した． 

3）系統樹の作成 

一部の検体については，プライマーウォーキング法 8）

を用いて，シークエンスを行い，MEGA6 を用いた近隣

結合法にて，他の自治体等で検出された株とともに系統

樹解析を行った． 

 

結  果 

1 遺伝子型別のウイルス排泄量の比較 

遺伝子型別のウイルス排泄量は，表 1，図 1 のとおり

であった． 

GⅠ.2，GⅠ.3， GⅡ.2，GⅡ.3，GⅡ.4，GⅡ.6 および

GⅡ.17 の遺伝子量は，糞便 1g 中の中央値が，1.2×108

～4.0×108copies/g を示した．一方で，GⅠ.6 は中央値が

4.0×106copies/g と最も少なく，GⅡ.14 は中央値が 1.2×

1010 copies/g と最も多かった． 

遺伝子群ごとの最大値を比較すると，GⅠは 2.0×10８

～1.6×1011 copies/g,GⅡは 1.6×1011～6.3×1013 copies/g

であり，GⅠよりも GⅡの方が高かった．特に，GⅡ.4

の最大値は,6.3×1013 copies /g と最も高く，患者によっ

ては，大量のウイルスを排泄することが分かった．一方，

最小値については,GⅡ.2 が最も高かった． 

さらに，GⅡ.4 について，シーズンごとの排泄量を比

較したところ，2014/15 シーズンの中央値は 2.1×109 

copies /g および最大値は 6.1×101３copies / g で高い傾向

にあった．（表 2，図 2） 

2 年齢層別に検出された遺伝子型の比較 

遺伝子解析の結果を年齢層別にまとめたグラフを作成

したところ，年齢層ごとに検出された遺伝子型には差異

があった．（図 3） 

0－3歳では，GⅡ.2およびGⅡ.4の割合が高かったが，

幼稚園齢になると，GⅡ.4 の割合は減少し，GⅡ.2 や G

Ⅱ.3 の割合が増え，GⅡだけでなく，GⅠの遺伝子型も

認められた．また，小学生では，GⅡ.2 や GⅡ.6 も検出

されたが，他の年代と違い，GⅡよりも GⅠの割合が高

かった．中高生を含む成人では，小学生以下では検出さ

れなかった GⅡ.17 が検出され，GⅡ.2 および GⅡ.4 な

どが検出された．75 歳以上では，GⅡ.2 や GⅡ.17 も検

出されたが，GⅡ.4 が 50％以上を占めた． 

3  GⅡ.P16-GⅡ.2 の RdRp 領域および VP1 領域の遺伝子

解析 

静岡県内で検出された 2016/17 シーズンおよび

2017/18 シーズンに検出された GⅡ.P16-GⅡ.2 の RdRp

領域および VP１領域について，系統樹解析を行った（図

4，図 5）． 

RdRp 領域の系統樹解析の結果，2016/17 シーズンおよ

び 2017/18 シーズンに本県で検出された株は，2016 年に

東京都で検出された株と最も近縁であった． 

次に，VP1 領域の系統樹解析では，2016/17 シーズン

に本県で検出された株は，RdRp 領域と同様に，2016 年

に東京都で検出された株と近縁であったが，2017/18 シ

ーズンに本県で検出された株は 2016 年に中国で検出さ

れた株とより近縁であった． 

 

 

遺伝子型 n 中央値 最小値 最大値 

GⅠ.2 10 4.0×108 7.9×106 2.5×1010 

GⅠ.3 65 3.3×108 4.0×104 1.6×1011 

GⅠ.6 13 4.0×106 1.3×105 2.0×108 

GⅡ.2 241 3.2×108 2.5×104 2.0×1011 

GⅡ.3 47 3.2×108 7.9×104 1.3×1012 

GⅡ.4 253  1.6×108 2.5×104 6.3×1013 

GⅡ.6 11 6.3×108 5.0×104 1.6×1011 

GⅡ.14 15 2.0×1010 2.0×105 1.6×1012 

GⅡ.17 139 2.5×108 4.0×104 3.2×1011 

表 1 糞便中に排泄される遺伝子量（コピー数/g） 
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図 3 年齢層別に検出された遺伝子型 

表 2 糞便中に排泄された GⅡ.4 の遺伝子量 

（コピー数/g）（シーズン別） 

図 4 静岡県内で検出されたNoV GⅡ.P16-GⅡ.2 の 

RdRp領域遺伝子塩基配列での系統樹解析 

図 5 静岡県内のNoV GⅡ.P16-GⅡ.2 の 

VP1 領域遺伝子塩基配列での系統樹解析 
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考  察 

NoV集団感染事例からはGⅠよりもGⅡが検出される

ことが多い. ノロウイルスは 10-100 個で感染が成立す

ると言われており，排泄量が多ければ，それだけ周囲に

感染の機会を与え，流行拡大の要因の１つとなることが

推測される．GⅠよりも GⅡの排泄量が多いことが流行

の要因の１つとなっている可能性が考えられた． 

また，既報 5)では，GⅡ.4 の排泄量が高い傾向がある

とされていたが，本研究では，GⅡ.4 の中央値は，他の

遺伝子型と大きな差異は認められず，GⅡ.14 の排泄量の

中央値が最も高かった．ただ，GⅡ.14 については，全

て同一事例の検体であり，供試された検体数が少ないこ

とから，今後さらなる検討が必要であると考えられた． 

一方で，遺伝子型別の排泄量の最大値を示したのは，

GⅡ.4 であり，患者によっては，多量のウイルスを排泄

していた．GⅡ.4 は毎年流行がみられる遺伝子型であり，

排泄量の多い患者が存在することが流行の要因の 1 つと

なっていることが考えられた． 

また，GⅡ.4 については，最大値と最小値の差が最も

大きく，詳細な分析が必要と考えたため，シーズンごと

の排泄量の比較も行った．中央値は,5.3×107～2.1×

シーズン ｎ 中央値 最大値 最小値 

2014/15 59 2.1×109 6.1×1013 4.6×104 

2015/16 31 1.7×108 4.4×109 5.1×105 

2016/17 38 5.3×107 8.7×109 2.5×104 

2017/18 31 1.1×108 2.8×1010 1.1×105 

2018/19 94 7.0×107 4.8×109 5.5×104 

n=11 n=65 

図１ 遺伝子型別のウイルス排泄量 

図 2 各シーズンに流行したGⅡ.４のウイルス排泄量 
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109/g，最大値は 4.4×109～6.1×1013/g とシーズンごとに

差異がみられた．GⅡ.4 は，毎シーズン検出される遺伝

子型であるが，2～3 年おきに変異株が出現し，集団免疫

を回避している遺伝子型といわれており 9) ，ウイルスの

遺伝子変異や宿主側の免疫等の要因等により，シーズン

ごとに排泄量に違いがみられたと考えられる． 

また，年齢層ごとに検出される遺伝子型には,特徴があ

った． 

GⅡ.4 については，0-3 歳で検出されているが，幼稚

園齢および小学生では減少し，成人以上になると再び，

多くの割合を占めるようになり，75 歳以上では 50％以上

を GⅡ.4 が占めた．この結果は，既報 9)と同様の傾向を

示し，GⅡ.4 が変異しやすい遺伝子型であり，毎シーズ

ンに変異を繰り返し，免疫を回避することで，成人や高

齢者で流行しやすいことが考えられた．そして，子ども

同士よりも成人との関わりが多い 0-3 歳の年齢層では，

身近な成人から GⅡ.4 に感染することが,推測された． 

GⅡ.17 については，感染症事例よりも食中毒事例での

検出が多いとの報告があり 9），本県でも食中毒患者の多

くを占める中高生および成人以上からのみ検出された． 

GⅡ.2 については，多くが 2016/17 シーズンおよび

2017/18 シーズンに検出されたものであり，この株は，

他自治体では，低年齢層での流行が危惧されていた 10) ．

他自治体と同様に本県でも，2016 年の流行当初には，保

育所や幼稚園での事例が多かった．しかし，シーズン後

半には，食中毒事例など成人が感染する事例が増加した．

本県では，シーズンのはじめは他自治体と同様に低年齢

層で流行したが，そこから,親など身近な大人に感染が広

がり，幅広い年齢層への流行につながったことが考えら

れた． 

幼稚園齢や小学生では，GⅠ.3 や GⅡ.3 の割合が多く

小学生では，他の年齢層よりも GⅠの占める割合が大き

かった．幼稚園や小学校など子どもの集まる場所では，

GⅡよりも GⅠが流行しやすいことが推測された． 

これらのことから，遺伝子型を決定し流行しやすい年

齢を予測することで，啓発活動に役立てることができる

ことが考えられた．実際に本所では，2018/19 シーズン

の流行のはじめに複数事例から GⅡ.4 が検出され，幼児

や成人，老人での流行が危惧されたため，本庁担当課へ

の情報提供を行い，県民への啓発に役立てた． 

さらに，今回検出された GⅡ.2 のうち大半を 2016/17

シーズンおよび2017/18シーズンに流行したGⅡ.P16-G

Ⅱ.2 が占めていた．この GⅡ.P16-GⅡ.2 はキメラウイ

ルスといわれており 11)，詳細な遺伝子解析が必要と考え，

2016/17 シーズンおよび 2017/18 シーズンに本県で検出

された株について，系統樹解析を行った．RdRp 領域と

VP１領域の解析については，遺伝学的な違いが認められ

た．この遺伝子型は 2016/17 シーズンに全国的にも流行

し，他自治体の報告 12)では，本県と同様に 2016 年に東京

で検出された株と近縁であり，本県も全国的に流行して

いた株と近縁のものが流行していた可能性がある． 

本研究により遺伝子型ごとの排泄量の違いや，流行し

やすい年齢層が解明され，効果的な啓発を行うことが可

能であると考える．また，今後新たな遺伝子型が出現す

る可能性もあり，本県でも継続して遺伝子型解析を行い，

結果を行政にフィードバックする必要があると考える． 
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はじめに 

近年，日常生活の中でヒトと動物が接触する機会が多

くなり，ヒトが動物由来感染症に感染するリスクは高ま

っている．動物由来感染症は感染源となる動物が無症状

であることが多いため，動物における病原体保有の判断

は難しい．一方，ヒトでは感染すると時として重篤な症

状を呈し，診断や治療が遅れると死に至るケースも報告

されている． 

このようなことから，動物由来感染症対策はヒトと動

物の共存社会を目指すためには重要な課題である．本研

究では，動物由来感染症の一斉迅速診断法を開発し，予

防啓発の一助とすることを目的に県内動物病院および動

物管理指導センターより採取したイヌ・ネコの保菌実態

調査を実施した． 

 

方法 

１ 一斉迅速診断法の開発 

イヌやネコとの触れ合いが原因で感染する可能性のあ

る 7 種の病原体（Pasteurella multocida (Pm), Bartonella 

henselae (Bh), Capnocytophaga canimorsus (Cc), 

Corynebacterium ulcerans (Cu), Pathogenic leptspires (Pl), 

Coxiella burnetii(Cb), Brucella canis (Bc)）について検出で

きるプライマー（表 1）を用いて，マルチプレックス PCR

が可能な組み合わせを検討した． 

 

表１ 7種の病原体を検出するプライマー一覧 

病原体 塩 基 配 列 

増幅 

サイズ 

（bp） 

参考 

文献 

F TGCCACTTGAAATGGGAAATG 
Pm 

R AATAACGTCCAATCAGTTGCG 
168 １） 

F GCTGGATCACCTCCTTTCTAA 
Bh 

R TCCGACCTCACGCTTATCAAGCG 
431 ２） 

F GTATTGTTTGGTGGCATCACTGA 
Cc 

R GCCGATGCTTATTCATACA 
301 ３） 

F ATCCACTTTTAGTGCGAGAACCTTCGTCA 
Cu 

R GAAAACTTTTCTTCGTACCACGGGACTAA 
248 ４） 

F CTCACCGTTCTCTAAAGTTCAAC 
Pl 

R TGAATTCGGTTTCATATTTGCC 
793 ５） 

F AGTAGAAGCATCCCAAGCATTG 
Cb 

R TGCCTGCTAGCTGTAACGATTG 
501 ６） 

F TGGCTCGGTTGTCCAATATCAA 
Bc 

R CGCGCTTGCCTTTCAGGTCTG 
224 ７） 

 

動物由来感染症の予防を目指した一斉迅速診断法の開発 

 

微生物部 細菌班      村田学博，鈴木香菜，久家力也， 

水本嗣郎，森主博貴，長岡宏美，

神田 隆 

  

Development of the all at once quick diagnostic method aiming at the prevention 

 of the infectious disease derived from an animal 

 

Michihiro MURATA, Kana SUZUKI, Rikiya KUGE  

Shirou MIZUMOTO, Hirotaka MORINUSHI, Hiromi NAGAOKA  

and Takashi KANDA 

 

7 種の病原体（Pasteurella multocida, Bartonella henselae, Capnocytophaga canimorsus, Corynebacterium 

ulcerans, Pathogenic leptspires, Coxiella burnetii, Brucella canis）遺伝子を検出するマルチプレックス PCR を開発

し，イヌとネコの病原体保有実態を調査した結果，口腔内から高率に病原体遺伝子が検出された．またレプ

トスピラ症やデング熱疑いのヒト血液を用いて，開発したマルチプレックス PCR 検査をおこなったところ，

Pasteurella multocida の遺伝子が検出された．これら結果を基礎資料とし，動物由来感染症の感染予防や早期

治療の重要性について県民へ周知していく． 

 

Key words  動物由来感染症 マルチプレックス PCR 感染予防 早期治療 

   the infectious disease derived from an animal，multiplex PCR，prevention of infection, early treatment 

静岡県環境衛生科学研究所 

(〒420-8637，静岡市葵区北安東 4－27－2) 

Shizuoka Institute of Environment and Hygiene 

(4-27-2,Kita-ando,Aoi-ku,Shizuoka,420-8637,Japan) 

静岡県環境衛生科学研究所報告  No.61   13－16   2018           

Bulletin of Shizuoka Institute of Environ. and Hyg. 
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２ 検体 

県内4カ所の動物病院を受診した，イヌ 157 匹とネコ

102 匹の血液（イヌ 146 検体，ネコ 79 検体），尿（イヌ

83 検体，ネコ 70 検体），口腔ぬぐい液（イヌ 140 検体，

ネコ 98 検体）を供試した． 

また，動物管理指導センターに搬入された，イヌ 30

匹とネコ 137 匹の血液（イヌ 27 検体，ネコ 137 検体），

尿（イヌ 21 検体，ネコ 97 検体），口腔ぬぐい液（イヌ

30 検体，ネコ129検体を供試した。 

３ DNA 抽出 

血液は DNeasy Blood&Tissue（QIAGEN）を用いて DNA

を抽出した．尿は 16,000g×10 分間遠心後して得られた

沈査を血液と同様の方法で抽出した．口腔ぬぐい液は

16,000g×10 分遠心後の沈査を 25ｍM NaOH 50µｌにて溶

解し，100℃10 分間加熱後 １M Tris-HCl を 4µｌ 加え遠心

した上清を DNA とした． 

イヌおよびネコにおける病原体の存在する場所部位を

考慮して，血液では，Bh，Pl，Cb，Bc を，尿では，Pl，Cb，

Bc を，口腔ぬぐい液では Pm，Bh，Cc，Cb を調査対象と

した． 

４ ヒト検体における病原体遺伝子検索 

感染症発生動向調査で搬入された検体のうち，原因不

明だった 19 検体（血液 15，尿 3，鼻汁 1）についてマル

チプレックス PCR を用いた病原体遺伝子の検出を試み

た． 

DNA の抽出は，血液と尿は汚染実態調査と同様の方法で，

鼻汁については QIAamp DNA Mini Kit（QIAGEN）を用い

て抽出した． 

 

結果および考察 

１ 一斉迅速診断法の開発 

マルチプレックス PCR の組合せ A，B，C，D およびそ

れぞれの反応条件を 表２ のように決定した．7 種類の病

原体のうち Bh については，汚染実態調査で効率的な検

査をおこなうために A と Dに組み込んだ． 

また，各マルチプレックス PCR 反応液におけるプライ

マー濃度は，A グループは Pm と Bh が各 0.2µM，B グル

ープは Cc と Cu が各 0.2µM，C グループは Pl と Cb が各

0.2µM，D グループは Bc が 0.6µM，Bh が 0.2 とし，その

他の組成は TaKaRa Ex Taq Hot Start version(TaKaRa)の説

明書に従った． 

 

 

 

 

 

表２ マルチプレックス PCR の組合せと反応条件 

グループ 検出病原体 と 反応条件  

Pm ＆ Bh 
A 

95℃2 分→35×（95℃1 分→63℃1 分→72℃30 秒） 

Cc ＆ Cu 
B 

95℃2 分→35×（95℃1 分→50℃1 分 72℃30 秒） 

Pl ＆ Cb 
C 

95℃2 分→35×（95℃1 分→60℃1 分→72℃30 秒） 

Bc ＆ Bh 
D 

95℃2 分→35×（95℃1 分→61℃1 分→72℃30 秒） 

 

２ 汚染実態調査（表３） 

Pm はイヌで 33.3～40％，ネコで 57.1～72.1％の陽性

率であった．Bh はイヌで 0～23.3％の陽性率であり，血

液では検出されなかった．ネコで 6.3～21.0％で陽性であ

った．Cc はイヌで 57.9～86.7％，ネコで 54.3～68.3％の

陽性率であった．Cu，Pl，Cb はイヌ，ネコともに検出さ

れなかった．Bc はネコの尿のみで 8.6％の陽性が見られ

た．これらの尿を羊血液寒天培地にて培養してもブルセ

ラ属菌は検出されなかったため非特異的な増幅の可能性

も考えられたため，ダイレクトシーケンスによる増幅産

物の塩基配列の解読を試みたが同定には至らなかった． 

また口腔内における病原体遺伝子の検出率はイヌで

81.4％（動物病院）および 93.3％（動管センター）ネコ

で 76.5％（動物病院）および 86.8％（動管センター）で

あり，ほとんどのイヌやネコでは口腔内に病原体を保有

しているものと考えられる． 

３ ヒト検体における病原体遺伝子検索 

マルチプレックス PCR の結果，血液1検体より Pm遺

伝子が検出された．確認のため，この陽性検体の DNA

を用いて，Pm 単独の PCR おこなったところ，目的とす

る場所に遺伝子の増幅が確認され（図），Pm による感染

が示唆された． 

 

図 Pm単独の PCR 泳動像 

検体：陽性血液サンプル   

      NTC：ネガティブコントロール 

      P C ：ポジティブコントロール 

まとめ 
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今回の調査でヒトに動物由来感染症を引き起こす病原

体の遺伝子がイヌおよびネコで検出された．ほとんどの

イヌ，ネコは病原体を保有していることをヒト側が認識

し，感染予防（動物による創傷はよく洗う，傷口の保護，

マスクや手袋の適正な着用 等）を実施することが重要で

ある． 

また Pm 遺伝子が検出されたヒトの血液検体は，病院

ではパスツレラ症を疑った検査は行われておらず，レプ

トスピラ症やデング熱等の検査が当所に依頼されていた．

本症を含め，特徴的な症状に乏しい動物由来感染症を疑

うには動物との接触歴を医療機関が問診する，もしくは

受診者が申告することが重症化の予防に必要である． 

現在，イヌやネコはヒトの大切な家族となりつつある

が，大切であるが故に生じる過度なスキンシップはヒト

の健康を脅かしかねない．動物がヒトの心の拠り所で在

り続けるために動物由来感染症への対策を呼びかけてい

きたい． 

 

表３ マルチプレックスPCRを用いたイヌ・ネコの汚染実態調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊NT : 未実施 

【 】内は検体数，（ ）内は陽性率を示す 
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病原体 

血液 

【146】 

尿 

【83】 

口腔 

ぬぐ 

い液 

【140】 

血液 

【27】 

尿 
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尿 
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【129】 

Pm NT* NT* 
56 

(40) 
NT* NT* 

10 
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NT* NT* 

56 

(57.1) 
NT* NT* 

93 

(72.1) 

Bh 
0 

(0) 
NT* 

13 

(9.3) 

０ 
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NT* 

7 

(23.3) 

5 
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NT* 

8 

(8.1) 

12 
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27 
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Cc NT* NT* 
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67 
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70 
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0 
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０ 
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0 
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0 

(0) 
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0 
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0 
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０ 

(0) 

０ 
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0 
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0 
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0 
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0 
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Cb 
0 
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0 
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０ 

(0) 

０ 
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0 

(0) 

0 

(0) 
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0 

(0) 

0 

(0) 
NT* 

Bc 
0 

(0) 

0 
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NT* 

０ 

(0) 

０ 

(0) 
NT* 

0 

(0) 

6 

(8.6) 
NT* 

0 
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0 

(0) 
NT* 
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LC-MS/MS による畜水産物中の残留動物用医薬品 

一斉試験法の検討 

 

医薬食品部 食品班  渡邊愛子，山本幸 ，小林千恵 ， 
髙橋真 

 
Study of the Simultaneous Analytical Method for Veterinary drug residues  

in Meat and Fish by LC-MS/MS 
 

Aiko WATANABE， Miyuki YAMAMOTO， Chie KOBAYASHI 

 and Makoto TAKAHASHI 

 

   県内に流通する畜水産食品の安全性を確保することを目的として，LC-MS/MS を用いて畜水産物中の動物用医

薬品 140 項目について，迅速かつ簡便な一斉試験法を検討した．検討した試験法に対して鶏の筋肉および魚介類のます

を用いて，妥当性評価を実施した結果，鶏の筋肉では 97 項目，ますでは 90 項目が妥当性評価ガイドラインの目標値に

適合した． 
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はじめに 

動物用医薬品は，畜水産動物の病気の治療や予防を目的

として使用されることにより，畜水産物の安定的な供給に

寄与してきた．しかし一方で，畜水産物に残留する動物用

医薬品による食品衛生上の問題が懸念されるため，食品衛

生法により食品中への残留が規制されている． 

 平成18年に食品中の残留動物用医薬品等の規格基準にポ

ジティブリスト制度 1)が導入されたことにより，抗生物質お

よび合成抗菌剤以外の基準値が設定されていなかった動物

用医薬品に一律基準が設けられ，規制対象となる項目が大

幅に増加したため，多項目を同時分析可能な一斉試験法の

重要性が高まった．当研究所では，畜水産物に対し厚生労

働省通知の「HPLC による動物用医薬品等の一斉試験法Ⅰ

（畜水産物）」(以下，公定法Ⅰ)を参考にした一斉試験法に

より17項目，オキシテトラサイクリン等3物質試験法（以

下，個別試験法）により 3 項目について残留動物用医薬品

検査を実施している．しかし，違反事例の報告のある動物

用医薬品や使用頻度の高いものの中に，現在の検査対象項

目に入っていないものがある．また，現在の試験法では試

料溶液の濃縮や固相カラム精製等の操作を実施しており，

前処理工程が煩雑で検査に時間を要している． 

そこで，残留の可能性が危惧され，検査意義が高いと考

えられる 140 項目の動物用医薬品を分析対象として

LC-MS/MS を用いた迅速かつ簡便な畜水産物中に残留する

動物用医薬品一斉試験法の開発を検討した．検討した一斉

試験法に対して「食品中に残留する農薬等に関する試験法

の妥当性評価ガイドライン」2）（以下，妥当性評価ガイドラ

イン）に準じ，妥当性評価を実施したため報告する． 

 

試料および方法 

1 試料 

あらかじめ動物用医薬品が残留していないことを確認し

た鶏の筋肉と魚介類のますを試料とした． 

2 試薬等 

1）標準品 

和光純薬工業（株）製，関東化学（株）製，Sigma-Aldrich

社製及び日本科学飼料学会等の標準品ならびに和光純薬工

業（株）製動物用医薬品混合標準液（キノロン剤），動物用

医薬品混合標準液（ホルモン剤），動物用医薬品混合標準液

（マクロライド剤），動物用医薬品混合標準液（サルファ剤

＋葉酸代謝拮抗剤）を用いた． 

2）標準原液 

 各標準品はそれぞれの溶解性に応じてメタノールまたは

アセトニトリル，水：メタノール（1：1），N,N-ジメチルホ

ルムアミドを用いて溶解し，100～1000μg/mL の標準原液
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試料 10 g

遠心分離 3,000 rpm 5分

上清 残渣

ホモジナイズ1分間

0.2%ギ酸アセトニトリル10mL

振盪 1分

0.2%ギ酸アセトニトリル10mL

遠心分離 3,000 rpm 5分

上清

EDTA含有クエン酸緩衝液15mL

振盪 1分

遠心分離 3,000 rpm 5分

上清

残渣

ろ過

蒸留水50mLメスアップ
0.2μmフィルターろ過

LC-MS/MS試験溶液

残渣

（50mLPP遠沈管）試料 10 g

遠心分離 3,000 rpm 5分

上清 残渣

ホモジナイズ1分間

0.2%ギ酸アセトニトリル10mL

振盪 1分

0.2%ギ酸アセトニトリル10mL

遠心分離 3,000 rpm 5分

上清

EDTA含有クエン酸緩衝液15mL

振盪 1分

遠心分離 3,000 rpm 5分

上清

残渣

ろ過

蒸留水50mLメスアップ
0.2μmフィルターろ過

LC-MS/MS試験溶液

残渣

（50mLPP遠沈管）

を作成した． 

3）その他試薬等 

メタノールおよびギ酸はLC/MS用，アセトニトリルは残

留農薬分析用，ギ酸アンモニウムは試薬特級を用いた． 

EDTA 含有クエン酸緩衝液は，エチレンジアミン四酢酸二

ナトリウム3.72g，クエン酸12.90g及びリン酸水素二ナトリ

ウム27.64gを蒸留水に溶かして1000mLとした． 

0.2μmフィルターはADVANTEC社製のものを用いた． 

3 方法 

1) 対象項目 

検疫所における違反事例 3)や国内販売実績のあるもの 4)，

また近年貿易の自由化が進んでいることから海外の検査所

で検出された項目 5)～7)など検査の必要性が高い動物用医薬

品 140 項目を対象として，LC-MS/MS を用いて分析条件を

最適化した（表3）． 

2) 前処理方法 

前処理方法は，松本ら 8)の方法を参考にした．粉砕均一化

した試料 10g を 50mL ポリプロピレン製遠沈管に採取し，

0.2％ギ酸アセトニトリル 10mL を加え 1 分間ホモジナイズ

後，3,000rpm，5分間遠心分離し，上清を採取した．残渣に

0.2％ギ酸アセトニトリル 10mL を加え 1 分間振とうし，

3,000rpm，5分間遠心分離し，再度上清を採取した．残渣に

EDTA 含有クエン酸緩衝液 15mL を加え 1 分間振とうし，

3,000rpm，5分間遠心分離し，上清を採取した．得られた上

清全てを合わせてろ過し，蒸留水を用いて50mLにメスアッ

プしたものを 0.2μm フィルターでろ過し LC-MS/MS 試験

溶液とした（図１）．試験溶液をバイアルに詰める際は,ポリ

プロピレン製インサートを使用した． 

図1 前処理方法 

3) 妥当性評価 

 粉砕均一化した試料に各動物用医薬品の一律基準である

0.01ppmおよび基準値の平均的濃度である 0.1ppmになるよ

うに添加し，30分間放置後に前処理を行った．分析者2名，

2併行3日間の添加回収試験を実施し，妥当性評価ガイドラ

インに基づき真度，併行精度および室内精度を算出し，目

標値と比較した（表1）． 

表1 妥当性評価ガイドライン目標値 

濃度 

(ppm) 

真度 

(%) 

併行精度 

(RSD %) 

室内精度 

(RSD %) 

0.01 70～120 25 30 

0.1 70～120 15 20 

 

4) 検量線の作成 

検量線用の標準溶液は，各ブランク試料を前処理し, 得ら

れた試験溶液を乾固した容器に，各標準原液より 1μg/mL

混合標準溶液を調製後アセトニトリル：水(4:6)で 1～

100ng/mL となるように希釈した混合標準液を溶解しマト

リックス標準溶液を作成した． 

4 装置および測定条件 

1) 装置 

 高速液体クロマトグラフは ACQUITY UPLC H-Class 

(Waters社製)，質量分析計はXevo TQ-S micro(Waters社製)

を用いた． 

2) HPLC条件 

カラム：ACQUITY UPLC CSH C18 （Waters社製） 

        (φ2.1mmx100mm，粒子径1.7μm) 

カラム温度：50℃ 

流速：0.333mL/min 

注入量：2μL 

移動相：A) 0.1%ギ酸含有5mMギ酸アンモニウム，B)0.1%ギ

酸含有アセトニトリル 

グラジエント条件：（A:B（分））：97:3（0）→97:3（0）→50:50

（6）→5:95（15.5）→5:95（25）→97:3（25）→97:3（30） 

3) MS条件 

イオン化モード：ESI positive， ESI negative 

分析モード：Multiple Reaction Monitoring(MRM)（表3） 

ソース温度：150℃ 

脱溶媒温度：500℃ 

コーンガス流量：50L/hr 

脱溶媒ガス流量：1,000L/hr 
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結果および考察 

1 前処理方法の検討 

 キノロン系抗菌剤はガラスに吸着しやすいことが報告 9)

されていることから，試料採取用遠沈管及びバイアル用イ

ンサートにポリプロピレン製のものを用いた． 

前処理方法については，濃縮や固相カラム精製の工程が

なく，抽出液を希釈して分析する方法 8)を参考にし，0.2％

ギ酸アセントニトリルおよびオキシテトラサイクリン等の

個別試験法で使用されているEDTA含有クエン酸緩衝液で

抽出を行い，抽出溶液を希釈して分析する方法とした.これ

により前処理方法は，当研究所が実施していた公定法Ⅰを

参考とした一斉試験法と比較すると，前処理時間を3分の1，

使用する有機溶媒量を5分の1に削減することができた． 

2 妥当性評価の結果 

動物用医薬品 140 項目に対して，鶏の筋肉およびますを

用いて添加回収試験を実施し，鶏の筋肉 97 項目，ます 90

項目が妥当性評価ガイドラインの目標値に適合した(表3)．  

鶏の筋肉では，定量限界 0.01ppm でベンジルペニシリン

およびクロキサリシン，ますではスルフィソミジンが S/N

比≧10を満たさなかった.選択性については，ブランク試料

を用いて妨害ピークを確認したところ，ガイドラインの許

容範囲を超えた妨害ピークは認められなかった. 

従来，当研究所で実施している一斉試験法と個別試験法

の2つの試験法の妥当性評価適合項目は，鶏の筋肉17項目，

ます13項目であり，今回検討した一斉試験法では適合項目

が大幅に増加した. 

適合した動物用医薬品を種類別にみると，鶏の筋肉，ま

すともにキノロン剤，ホルモン剤，ベンズイミダゾール系

抗菌剤は80％以上の高い達成率となった(表2)．ラクタム系

抗菌剤については両検討試料ともに適合項目が 50%以下で

あり，抽出液中での分解により回収率が低下したと考えら

れる. 

現在，魚介類（さけ目）のますについては残留基準が定

められているオキシテトラサイクリンを個別試験法により

検査を実施している．ますに対して今回検討した一斉試験

法の妥当性評価を実施した結果，オキシテトラサイクリン

は妥当性評価ガイドラインの目標値に適合したため，従来2

つの試験法で残留動物用医薬品の検査を実施しているとこ

ろを，1つの試験法で分析可能となった．一方，鶏の筋肉に

ついては，オキシテトラサイクリン，クロルテトラサイク

リンおよびテトラサイクリンの総和で基準値が定められて

おり，個別試験法で 3 項目を検査しているが，今回クロル

テトラサイクリンが妥当性評価不適合となったため，検討

した一斉試験法に移行することができなかった．今後食肉

検体の前処理についてはクリーンアップ等を検討し，クロ

ルテトラサイクリンについても一斉試験法で検査可能にす

ることを目指していきたい． 

表2 種類別の適合項目と達成率 

適合項目(達成率％） 
種類 

鶏の筋肉 ます 

検討 

項目 

ｷﾉﾛﾝ剤 13(100） 13(100) 13 

ｻﾙﾌｧ剤+葉酸代謝拮抗薬剤 24(86) 18(64) 28 

ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ剤 12(60) 10(50) 20 

ﾎﾙﾓﾝ剤 8(80) 8(80) 10 

ﾍﾞﾝｽﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ系 10(100) 10(100) 10 

ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系 2(50) 2(50) 4 

ﾗｸﾀﾑ系 2(17) 4(33) 12 

その他 26(60) 25(58) 43 

合計 97(69) 90(64) 140 

 

まとめ 

1 検査の必要性が高い 140項目の動物用医薬品を選定し，

LC-MS/MSによる一斉分析が可能となった． 

2 固相カラムによる精製や濃縮等の操作を伴わない簡便

で迅速な前処理方法を確立した．本前処理方法を確立

したことにより，従来実施していた一斉試験法と比較

して，1 検体当たりの前処理時間は 3 分の 1 に短縮さ

れ，検査に使用する有機溶媒量は 5分の 1に削減でき

た． 

3 確立した前処理方法にて添加回収試験を実施したとこ

ろ，鶏の筋肉 97項目，ます 90項目が妥当性評価ガイ

ドラインの目標値を満たした．従来の妥当異性評価検

査適合項目が，鶏の筋肉 17項目，ます 13項目だった

ことから，検査対象が増加し，今後の検査体制の強化

を図ることができた. 
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表3 検討項目及びMRM条件，妥当性評価ガイドライン適合項目 

 

真度(%) 併行精度(%)室内精度(%) 真度(%) 併行精度(%)室内精度(%) 真度(%) 併行精度(%)室内精度(%) 真度(%) 併行精度(%)室内精度(%)

16 95.9
22 95.0
16 54.9
16 111.9
22 82.0
22 55.9
15 92.0
5 156.0
16 129.0
28 101.9
15 126.0
15 123.0
16 143.0
28 101.9
16 150.0
22 109.0

40 15 192.0
50 28 101.0

10 140.0
22 54.9
22 175.0
28 131.0
22 178.0
34 90.9
28 150.0
28 135.9
12 156.0
18 108.0
22 191.0
34 147.0
22 148.0
16 190.0
34 122.9
22 110.9
15 215.0
25 187.0
28 133.0
16 198.0
28 91.9
28 156.0
16 148.0
10 166.0
30 177.1
30 233.1
16 156.0
25 108.0
27 92.0
15 156.0
25 92.0
15 156.0
25 92.0
15 156.0
10 159.0
22 185.0
40 123.0
40 245.0
19 244.0
30 216.0
22 185.0
16 202.0
15 244.0
35 202.0
25 92.0
15 156.0
14 112.9
26 91.9
28 92.1
28 156.1
28 106.9
10 135.0
22 199.0
22 253.2
22 253.2
22 199.0
28 123.0
28 259.2
28 109.0
28 83.0
16 202.9
28 132.0
25 156.0
15 92.0
16 186.0
32 92.0
30 124.1
30 92.2
28 92.0
16 155.9
26 92.0
18 155.9
28 92.0
- -
16 118.9
34 101.9

ESI：エレクトロスプレーイオン化　CV：コーン電圧　CE：コリジョンエネルギー　Q1：プリカーサーイオン　Q2：プロダクトイオン
○：妥当性評価ガイドライン適合項目　×：妥当性評価ガイドライン不適合項目 -：ピーク不検出により検量線不適，定量限界が許容範囲外で定量できなかったもの

13.2

5.2

4.1

-

53 15.5 41 17.622.9

90 20.1 91 14.723.1

84 6.2 96 5.010.2

- - - --

84 9.4 92 8.514.9

110 22.1 94 39.641.8

83 3.1 91 8.010.3

88 7.1 90 2.78.4

83 19.3 85 11.623.2

85 8.5 89 3.713.6

83 7.4 86 8.77.6

- - - --

88 7.3 89 5.78.6

97 28.5 96 28.029.4

81 25.5 80 18.436.0

92 5.7 93 4.27.7

90 2.5 103 1.85.6

97 6.4 90 4.19.9

78 29.0 80 25.529.0

83 2.9 84 2.63.9

86 1.5 89 1.74.6

77 24.0 84 16.936.5

87 2.5 96 1.95.8

91 2.8 97 2.35.4

92 5.8 95 2.18.0

81 27.1 83 24.826.8

90 20.3 80 10.022.0

78 10.8 96 5.114.2

85 6.0 109 6.111.1

88 6.9 82 7.110.8

99 9.6 92 2.39.7

86 3.0 90 3.9

- - - -

6.04.1

90 1.2 95 1.1

97 5.1 91 3.8

94 4.8 102

94 26.5 88 8.228.0

82 17.128.0

5.1

97 5.6 97 1.98.4

99 1.6

18.7

- - - --

21.7

4.7

101 4.6 92 4.1

67.3

12.3

-

10.6

23.2

6.5

26.5

-

5.6

3.2

9.3

28.9

4.4

2.9

19.6

7.9

23.8

5.3

5.3

41.5

26.5

5.2

2.4

8.5

6.2

7.9

6.3

22.9

17.2

4.5

5.3

4.6

5.6

10.4

-

27.5

8.2

8.2

16.8

2.8

4.4

3.3

5.1

-

× ×

○

47 ｼﾞﾐﾅｾﾞﾝ + 34 282.1

46 ｽﾙﾌｧﾒﾄｷｼｼﾞｱｼﾞﾝ + 35 281.0 ○

○ ×89 15.0 13.5 103 5.8 8.6

○

45 ｽﾙﾌｧﾓﾉﾒﾄｷｼﾝ + 16 281.0

44 ｽﾙﾌｧﾒﾄｷｼﾋﾟﾘﾀﾞｼﾞﾝ + 38 281.0 ○

○ ×

89 8.2 9.2 100 3.0 4.3

○

43 ｽﾙﾌｨｿﾐｼﾞﾝ + 35 279.3

42 ｽﾙﾌｧｼﾞﾐｼﾞﾝ + 18 278.9 ○

× ×71 19.9 21.8 63 10.3 18.5

○

41 ｽﾙﾌｧﾍﾞﾝｽﾞｱﾐﾄﾞ + 30 277.1

40 ｸﾚﾝﾌﾞﾃﾛｰﾙ + 16 277.0 ○

○ ○

81 7.1 9.2 79 3.8 12.7

○

39 19-ﾉﾙﾃｽﾄｽﾃﾛﾝ + 22 275.1

38 ｵﾙﾒﾄﾌﾟﾘﾑ + 40 275.1 ○

○ ○89 10.1 10.2 87 4.3 4.2

○

37 αｰﾄﾚﾝﾎﾞﾛﾝ + 40 271.2

36 βｰﾄﾚﾝﾎﾞﾛﾝ + 40 271.2 ○

× ×

87 14.0 10.9 84 1.8 5.6

×

35 ｼﾞｴﾁﾙｽﾁﾙﾍﾞｽﾄﾛｰﾙ + 34 269.1

34 ｽﾙﾌｧﾄﾛｷｻｿﾞｰﾙ + 30 268.2 ○

○ ×74 19.1 25.7 80 7.5 13.9

○

33 ｽﾙﾌｨｿｷｻｿﾞｰﾙ + 14 268.0

32 ｽﾙﾌｧﾒﾗｼﾞﾝ + 35 265.1 ○

○ ○

95 8.6 8.7 107 2.7 4.6

×

31 ﾌﾙﾒｷﾝ + 35 262.1

30 ｼﾞﾙﾊﾟﾃﾛｰﾙ + 10 262.1 ×

○ ○85 9.1 11.5 78 5.8 8.4

○

29 ｵｷｿﾘﾆｯｸ酸 + 32 262.0

28 ｼﾞｱﾍﾞﾘｼﾞﾝ + 40 261.1 ○

○ ○

85 3.7 4.0 83 3.4 6.7

○

27 ﾒﾝﾌﾞﾄﾝ + 10 259.1

26 ｽﾙﾌｧﾁｱｿﾞｰﾙ + 31 256.0 ○

○ ×82 12.9 13.9 89 5.3 10.5

○

25 ｽﾙﾌｧﾒﾄｷｻｿﾞｰﾙ + 30 254.1

24 ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝ + 30 251.0 ○

○ ○

91 4.7 5.9 100 3.0 3.8

○

23 ｽﾙﾌｧﾋﾟﾘｼﾞﾝ + 33 250.0

22 ﾋﾟﾘﾒﾀﾐﾝ + 40 249.2 ×

× ×76 27.4 25.1 81 21.4 18.3

○

21 ｻﾙﾌﾞﾀﾓｰﾙ + 22 240.1

20 ｽﾙﾌｲｿｿﾞｰﾙ + 35 240.0 ○

○ ○

77 8.4 20.0 98 4.6 11.0

○

19 ｱﾙﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ代謝物 + 16 240.0

18 ﾅﾘｼﾞｸｽ酸 + 30 233.1 ○

○ ○77 13.3 11.9 76 4.8 9.0

×

17 ﾓﾗﾝﾃﾙ + 40 221.0

16 ｴﾄｷｼｷﾝ + 22 218.1 ×

○ ○

- - - - - -

○

15 5-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ + 16 218.0

14 ｽﾙﾌｧｾﾀﾐﾄﾞ + 25 215.0 ○

○ ○86 9.8 12.1 82 3.7

+ 22 ○6.1 93 0.795 1.793

13 ﾋﾟﾗﾝﾃﾙ + 34 207.0

12 ﾚﾊﾞﾐｿﾞｰﾙ 205.0 ○

○ ○13.977 11.7 7917.9

○

11 ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ + 22 202.0

192.0 ○ ×87 13.8 18.7

10 ﾛﾆﾀﾞｿﾞｰﾙ + 16 201.0 ×

9 ｸﾛﾋﾟﾄﾞｰﾙ +

○ ○3.291 3.3 94 1.3

×

191.0

7 3-ﾒﾁﾙｷﾉｷｻﾘﾝ-2-ｶﾙﾎﾞﾝ酸 + 22 188.9

8 ｼﾞｼｸﾗﾆﾙ + 34

○

○ ○6.9

30.084 24.4

×

188.0

5 ｷﾉｷｻﾘﾝ-2-ｶﾙﾎﾞﾝ酸 + 16 174.9

6 ﾒﾄﾛﾆﾀﾞｿﾞｰﾙ代謝物 + 30

○

× ×

65 8.0 75

○

- - - - - -173.0

3 ﾒﾄﾛﾆﾀﾞｿﾞｰﾙ + 22 172.0

4 ｽﾙﾌｧﾆﾙｱﾐﾄﾞ + 70

○ 94 8.1 1048.5

○ ○9.8

○

+ 10 92 5.7 5.2 97 95 3.3

○ 4.2

157.9

1 ｼﾞﾒﾄﾘﾀﾞｿﾞｰﾙ + 16 142.0

2 ｼﾞﾒﾄﾘﾀﾞｿﾞｰﾙ代謝物

96 9.3 12.4 87

16.7 92

2.4 4.7

2.6 4.0

8.4 15.988 12.3

74 19.9

87 10.2 11.6 89

4.0 6.2

16.1 77 7.0 6.8

4.7 13.7

3.2 3.3

74 12.6

87 2.4 2.7 95

14.8 80

73 8.9 19.8

91 12.7 19.9 92 12.6 22.2

82 8.1 8.9 76

3.1 3.3 91

3.1 963.5

3.8 12.1

2.8 3.1

4.5

2.6 3.2

83 8.0 6.6 80 3.1 8.3

91

88 9.5 8.8 75

9.6 15.1

97 10.5 16.7 118

5.4 6.5

4.0 9.1

2.6 3.3

76 21.1

91 5.2 5.1 100

18.9 66

94 5.3 9.7 104

21.1 19.8

82 7.8 6.9 83

3.7 5.8

5.4 6.5

3.8 5.7

74 25.5

90 7.4 7.1 83

25.7 79

82 10.2 12.0 82

2.8 8.2

- - - -

5.9 11.8

- -

2.9 5.0

82 6.5

89 8.9 7.7 85

6.1 81

89 9.0 8.3 98

3.8 5.1

91 6.5 8.8 86

4.1 5.1

3.5 6.9

9.3 10.2

92 7.5

61 9.9 11.0 46

6.8 101

0.01ppm 0.1ppmNo. 動物用医薬品 ESI CV Q1 CE Q3 0.01ppm 0.1ppm
鶏の筋肉 ます

適合
項目

適合
項目
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真度(%) 併行精度(%) 室内精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 室内精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 室内精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 室内精度(%)

16 156.0
16 92.0
18 271.0
30 243.0
30 123.0
30 230.2
30 92.0
16 155.9
46 109.0
28 264.0
22 268.0
34 159.0
16 156.1
30 92.2
16 164.0
34 107.0
16 119.9
50 77.0
10 163.0
16 251.0
20 155.9
34 91.9
18 155.9
30 92.0
16 203.0
28 83.0
22 282.0
34 122.9
34 159.0
22 191.0
16 86.0
34 58.0
25 233.0
20 276.1
28 143.0
28 131.0
16 204.0
16 119.9
22 167.0
50 55.0
22 107.9
10 310.9
41 81.0
40 95.0
30 313.3
35 208.2
28 239.1
22 316.0
22 300.0
40 159.0
22 314.0
18 288.0
16 160.0
16 176.0
10 159.9
22 105.9
28 174.2
28 160.2
34 91.9
30 107.9
25 96.0
20 314.1
20 316.3
20 342.3
8 343.1
22 146.9
20 318.3
30 261.3
20 72.0
12 320.0
22 113.8
10 207.9
10 357.3
10 161.0
18 342.1
27 299.1
10 373.1
10 355.1
22 313.9
22 315.9
22 295.1
22 351.9
20 382.2
20 356.2
28 126.0
16 359.0
22 111.9
50 55.9
10 198.9
40 170.9
20 101.0
20 174.1
10 291.9
28 151.9

ESI：エレクトロスプレーイオン化　CV：コーン電圧　CE：コリジョンエネルギー　Q1：プリカーサーイオン　Q2：プロダクトイオン
○：妥当性評価ガイドライン適合項目　×：妥当性評価ガイドライン不適合項目 -：ピーク不検出により検量線不適，定量限界が許容範囲外で定量できなかったもの

ます
0.01ppm 0.1ppm 適合

項目
0.01ppm 0.1ppm 適合

項目
Q1 CE Q3

鶏の筋肉
No. 動物用医薬品 ESI CV

64 28.6 66 15.361.6

70 6.7 74 5.57.6

82 6.0 84 7.56.1

76 6.1 75 3.410.8

94 5.7 93 8.514.4

87 2.3 92 4.25.5

88 3.9 90 2.87.3

82 16.1 83 14.221.3

82 13.6 79 14.312.2

84 5.4 91 2.88.3

83 47.6 54 40.567.6

88 7.9 92 3.78.8

93 4.8 90 11.08.9

90 2.8 90 5.05.0

89 15.8 86 14.020.3

92 9.0 91 3.610.0

5.7 85 3.99.8

91 14.5 84 10.116.7

80 18.0 73 9.018.8

87 4.47.0

88 4.3 93 5.97.6

84 5.8 88 2.88.6

38 7.4 35 6.817.0

76 18.1 72 14.426.8

86 17.4 93 8.728.2

89 3.3 89 2.65.7

109 5.1 95 2.122.7

83 4.7 84 3.05.0

88 5.5 88 7.89.5

86 5.5 90 7.412.0

89 2.8 91 6.53.7

98 16.5 92 23.522.2

89 3.4 91 2.55.5

87 3.1 88 2.66.5

90 7.5 89 7.112.8

80 10.3 87 12.713.6

101 5.1 89 5.412.3

80 3.4 79 4.39.8

92 4.8 93 9.39.9

103 17.6 96 25.022.8

73 6.4 76 3.37.1

86 2.6 94 1.77.1

88 4.8 93 4.014.4

71 26.1 87 16.625.6

4.3

19.2

7.6

5.2

35.7

7.9

10.5

6.4

15.6

3.5

10.9

4.7

79.3

4.5

19.9

3.1

4.9

2.2

14.1

22.0

7.5

3.3

9.9

7.1

4.9

9.3

34.7

3.1

7.9

7.0

6.8

4.2

3.6

8.5

10.2

12.1

15.4

12.5

3.4

12.7

37.5

4.5

25.9

○94 ｾﾌｧﾋﾟﾘﾝ + 28 423.9 ×

× ×

34 17.9 36.1 44 26.4 31.2

○

93 ｽﾋﾟﾗﾏｲｼﾝ + 30 422.2

92 ﾅﾌｼﾘﾝ + 10 415.0 ○

○ ○86 7.0 9.6 98 4.3 6.2

○

91 ﾋﾟﾙﾘﾏｲｼﾝ + 50 411.0

90 ﾘﾝｺﾏｲｼﾝ + 10 407.1 ○

○ ○

81 3.5 4.3 88 2.6 4.3

○

89 ｼﾞﾌﾛｷｻｼﾝ + 30 400.3

88 ｵﾙﾋﾞﾌﾛｷｻｼﾝ + 40 396.1 ○

○ ○89 4.3 4.8 86 2.5 3.6

○

87 ﾌﾞﾛﾁｿﾞﾗﾑ + 46 394.9

86 ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ + 10 393.1 ○

○ ○

87 7.7 8.0 87 2.9 3.9

○

85 ｻﾗﾌﾛｷｻｼﾝ + 45 386.2

84 ﾒﾁﾙﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ + 25 375.2 ○

× ×18 90.1 163.1 29 9.9 95.4

○

83 ｱﾓｷｼｼﾘﾝ + 18 365.9

82 ﾏﾙﾎﾞﾌﾛｷｻｼﾝ + 35 363.1 ○

○ ○

92 4.9 3.5 84 3.8 5.4

○

81 ｵﾌﾛｷｻｼﾝ + 25 362.3

80 ﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ + 26 361.1 ○

○ ○87 7.1 7.0 82 3.9 7.7

○

79 ｴﾝﾛﾌﾛｷｻｼﾝ + 45 360.3

78 ﾀﾞﾉﾌﾛｷｻｼﾝ + 38 358.2 ○ 14.4

○356.9 89 9.6 13.3 92 6.8

×

○

350.0 × 64

77 ｽﾙﾌｧﾌﾞﾛﾓﾒﾀｼﾞﾝﾅﾄﾘｳﾑ + 22 87

76 ﾈｵｽﾋﾟﾗﾏｲｼﾝ + 35 40.5

×350.0 30 22.7 96.0 42 9.6

83.4 60.5

51.177 27.5 66 31.857.1

68 35.5

○

×75 ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ + 34

- - -

90 5.0

74 ﾍﾞﾝｼﾞﾙﾍﾟﾆｼﾘﾝ + 10 334.9 ×- - -

73 ｼﾌﾟﾛﾌﾛｷｻｼﾝ + 35 332.1 ○ ○

72 ｵｸｽﾌｪﾝﾀﾞｿﾞｰﾙｽﾙﾎﾝ + 50 332.0 ○ ○

11.471 ﾛｲｺﾏﾗｶｲﾄｸﾞﾘｰﾝ + 40 331.2 × ×8649 13.7 13.9 50 13.9

×70 ﾏﾗｶｲﾄｸﾞﾘｰﾝ + 20 329.3 ×

○ ○329.2 86 4.8 4.3 84 4.2

○

69 ｽﾀﾉｿﾞﾛｰﾙ + 55

68 ｽﾙﾌｧﾓｲﾙﾀﾞﾌﾟｿﾝ + 22 327.8 ×

○ ×326.0 72 10.4 9.2 70 4.8

○

67 ﾒｼﾘﾅﾑ + 16

66 ｵｷｼﾌｪﾝﾌﾞﾀｿﾞﾝ + 28 325.1 ×

○ ○323.2 87 4.3 4.3 86 2.6

○

65 ｸﾛｽﾃﾎﾞﾙ + 35

64 ﾉﾙﾌﾛｷｻｼﾝ + 40 320.1 ○

○ ○319.0 89 5.4 5.6 82 2.1

○

63 ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾏｼﾞﾝ + 46

62 ｵｸｽﾌｪﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ + 16 316.0 ○

○ ○314.0 82 10.0 12.1 86 12.1

○

61 ﾌﾙﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ + 22

60 ﾌﾟﾗｼﾞｸｱﾝﾃﾙ + 22 313.1 ○

○ ×311.0 81 8.5 8.1 83 5.9

○

59 ｽﾙﾌｧﾄﾞｷｼﾝ + 2

58 ｽﾙﾌｧｼﾞﾒﾄｷｼﾝ + 16 311.0 ○

○ ○309.1 84 6.5 8.3 84 2.5

○

57 ﾜﾙﾌｧﾘﾝ + 16

56 ﾌｪﾆﾙﾌﾞﾀｿﾞﾝ + 16 309.1 ○

○ ○

117 7.0 10.8 95 5.7 7.5

○

55 ﾗｸﾄﾊﾟﾐﾝ + 16 302.1

54 ｽﾙﾌｧｷﾉｷｻﾘﾝ + 32 301.1 ○

○ ○82 9.3 8.9 78 6.2 11.1

○

53 ﾌｪﾝﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ + 22 300.0

52 ﾌﾙﾆｷｼﾝ + 50 297.0 ○

○ ×

81 5.3 5.8 79 2.4 5.3

○

51 ｽﾙﾌｧｴﾄｷｼﾋﾟﾘﾀﾞｼﾞﾝ + 20 295.0

50 ﾄﾘﾒﾄﾌﾟﾘﾑ + 40 291.3 ○

○ ○89 4.8 5.1 90 2.4 7.2

×

49 ﾋﾟﾛﾐﾄﾞ酸 + 37 289.0

48 ｽﾙﾌｧｸﾛﾙﾋﾟﾘﾀﾞｼﾞﾝ + 35 285.0 ○87 12.5 15.0 103 3.2 6.9

4.1 7.9 61 7.8

85 3.2 5.6 84

7.1 7.7

82 14.6 18.4 84

2.3 6.2

9.9 11.6

2.5 7.9

84 13.7

81 5.5 5.5 82

13.1 94

4.3

81 19.0 16.3 86 9.1 8.9

8.6

89 5.7 4.5 86 2.5 4.1

12.2

85 6.5 5.6 90 6.4 7.9

4.8

92 9.8 8.3 82 3.2 6.4

4.1

141 5.7 21.4 107 3.4 11.5

11.3

75 24.4 33.1 83 7.5 15.3

12.4 100

5.6

44 10.8 12.1 34 8.2 8.0

17.4

4.2 8.7

90 8.2 11.3 83 1.7 3.9

88 10.6

35.8

36 33.3 97.5 42 8.8 36.8

7.7

94 10.2 9.5 80 4.7 7.9

90 2.2 4.2 84

3.4 3.5

92 5.8 6.5 80

3.2 4.9

3.2 7.0

3.0 7.7

92 3.3

90 8.1 11.1 80

5.9 86

80 10.6 14.6 77

4.0 4.6

83 7.2 14.2 86

4.5 9.2

3.7 5.5

11.3 34.6

76 9.8

34 26.6 75.2 42

8.9 73
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真度(%) 併行精度(%) 室内精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 室内精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 室内精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 室内精度(%)

10 159.9
46 113.9
16 372.9
40 132.9
16 410.0
28 154.0
20 428.2
28 154.0
18 383.0
12 415.1
10 323.0
16 155.9
10 336.8
16 151.9
16 426.0
34 200.9
22 443.9
16 461.9
15 192.0
30 119.0
16 240.8
50 124.9
16 134.0
50 124.9
16 264.7
16 263.1
34 116.0
34 158.0
12 528.2
18 498.1
28 158.0
50 116.0
28 142.0
50 98.1
30 158.1
20 576.5
28 142.0
50 98.1
48 108.9
32 174.0
46 115.9
50 83.0
22 577.1
46 72.1
45 174.2
40 696.5
33 291.1
- -
30 145.0
54 113.0
28 305.2
12 567.3
14 569.2
26 307.2
18 186.1
80 112.1
24 331.2
38 145.0
40 174.1
45 101.1
26 629.4
70 57.0
10 180.9
22 76.9
10 136.9
34 106.9
22 277.2
22 303.0
20 181.9
32 146.0
28 136.1
28 133.1
10 289.9
16 185.0
7 336.0
16 184.9
34 196.9
22 341.8
12 342.0
12 344.0
16 333.9
16 335.1
6 318.0
12 206.9
12 98.9
- -
16 98.9
40 223.0
28 235.0
50 121.0
48 100.9
54 137.0

合計 97 90
ESI：エレクトロスプレーイオン化　CV：コーン電圧　CE：コリジョンエネルギー　Q1：プリカーサーイオン　Q2：プロダクトイオン
○：妥当性評価ガイドライン適合項目　×：妥当性評価ガイドライン不適合項目 -：ピーク不検出により検量線不適，定量限界が許容範囲外で定量できなかったもの

ます
0.01ppm 0.1ppm 適合

項目
0.01ppm 0.1ppm 適合

項目
Q1 CE Q3

鶏の筋肉
No. 動物用医薬品 ESI CV

54 13.9 61 11.117.1

83 28.9 81 7.230.2

- - - --

- - - --

86 13.3 85 3.111.8

- - - --

83 3.6 82 3.97.5

- - - --

109 28.6 120 38.138.1

104 9.4 120 6.729.9

89 8.1 81 4.311.1

91 11.0 89 3.39.6

86 5.7 80 4.08.2

- - - --

98 7.7 97 3.011.4

109 29.7 117 11.850.2

83 14.6 99 3.722.6

61 9.5 77 2.367.7

88 41.9 109 8.142.1

90 7.7 84 2.111.7

97 11.6 95 2.016.5

85 20.8 88 5.920.6

100 4.0 95 3.38.4

(5) -526.8 57 30.7-782.8

98 5.1 95 1.95.4

124 19.6 150 43.141.7

91 3.2 93 1.95.2

60 3.3 73 3.677.7

91 1.8 93 1.74.6

78 5.2 79 4.67.3

62 25.4 63 8.264.2

94 6.2 91 4.58.6

86 7.6 83 2.410.4

108 8.4 100 20.718.2

62 15.6 60 6.619.6

90 6.5 74 13.514.3

57 9.6 54 10.981.3

95 3.1 94 3.05.4

73 40.7 57 18.041.3

93 8.0 80 11.713.5

88 2.7 89 1.64.4

69 53.9 64 32.290.7

82 8.5 74 8.818.3

50 17.0 62 11.095.1

81 10.4 76 7.012.0

105 42.4 84 14.842.8

5.7

-

29.8

27.8

-

-

4.7

-

5.7

7.5

43.7

27.3

5.1

-

14.8

6.6

18.0

21.7

2.0

6.7

9.1

23.1

5.9

44.5

6.8

56.0

12.2

18.6

2.0

32.2

22.8

3.4

13.8

32.5

4.3

18.9

30.8

5.9

11.8

12.0

1.6

51.4

40.1

15.0

7.0

15.8

×140 ﾓﾈﾝｼﾝ - 36 669.4 ×

× ×78 31.9 31.7 78 12.4 21.6

×

139 ﾗｻﾛｼﾄﾞ - 28 589.4

138 ﾄﾙﾄﾗｽﾞﾘﾙｽﾙﾎﾝ - 40 455.9 ×

× ×

- - - - - -

×

137 ﾄﾙﾄﾗｽﾞﾘﾙ - 26 424.0

136 ｾﾌﾛｷｼﾑ - 2 423.0 ×

× ○144 18.9 27.4 94 7.0 9.1

×

135 ｼﾞｸﾗｽﾞﾘﾙ - 34 404.8

134 ｸﾛﾙｽﾛﾝ - 22 378.0 ×

○ ○

- - - - - -

×

133 ﾄﾘｸﾗﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ - 60 356.9

132 ﾌﾛﾙﾌｪﾆｺｰﾙ - 44 355.8 ○

× ×114 22.8 39.4 146 10.5 35.4

○

131 ﾁｱﾝﾌｪﾆｺｰﾙ - 46 353.9

130 ｽﾙﾌｧﾆﾄﾗﾝ - 86 333.8 ○

○ ○

91 8.4 15.4 97 6.0 8.5

×

129 ﾄﾘｸﾗﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙｵｷｿﾝ - 58 326.9

128 ｾﾞﾗﾉｰﾙ - 40 321.3 ×

× ○41 17.3 58.4 76 4.9 9.2

×

127 ﾅｲｶﾙﾊﾞｼﾞﾝ - 10 301.0

126 ｼﾞﾆﾄﾙﾐﾄﾞ - 16 223.9 ×

○ ○

96 31.2 33.5 97 7.5 9.5

×

125 ﾏﾃﾞｭﾗﾏｲｼﾝ + 34 934.5

124 ﾀｲﾛｼﾝ + 45 916.5 ×

× ○98 26.7 23.2 101 6.8 12.9

○

123 ﾄﾞﾗﾒｸﾁﾝ + 34 916.5

122 ｴﾌﾟﾘﾉﾒｸﾁﾝB1a + 22 914.5 ○

○ ×

86 10.4 8.5 83 2.7 10.2

×

121 ｲﾍﾞﾙﾒｸﾁﾝ + 20 892.5

120 ｱﾍﾞﾙﾒｸﾁﾝB1a + 12 890.5 ○

○ ○91 10.5 9.1 87 4.7 7.7

×

119 8,9-Z-ｱﾍﾞﾙﾒｸﾁﾝB1a + 20 890.5

118 ｱﾍﾞﾙﾒｸﾁﾝB1b + 61 876.5 ×

○ ○

24 72.3 120.8 59 23.1 81.9

×

117 ﾁﾙﾐｺｼﾝ + 25 869.5

116 ﾂﾗｽﾛﾏｲｼﾝ + 28 806.5 ×

○ ○96 6.1 7.8 88 2.6 4.4

×

115 ｶﾞﾐｽﾛﾏｲｼﾝ + 34 777.4

114 ﾛｲｺﾏｲｼﾝA5 + 24 772.3 ×

○ ○

43 17.7 88.0 59 3.2 27.1

○

113 ｽﾋﾟﾉｼﾝD + 28 746.4

112 ｴﾘｽﾛﾏｲｼﾝ + 30 734.5 ×

○ ○93 2.7 2.2 91 2.8 2.7

○

111 ｽﾋﾟﾉｼﾝA + 34 732.4

110 ﾐﾛｻﾏｲｼﾝ + 22 728.3 ○

○ ×

82 7.8 8.3 78 4.6 7.8

×

109 ﾓｷｼﾃﾞｸﾁﾝ + 20 640.3

108 ﾂﾗｽﾛﾏｲｼﾝ代謝物M1 + 40 577.4 ○

○ ○84 13.7 11.0 86 6.2 5.0

×

107 ﾊﾞﾙﾈﾑﾘﾝ + 34 567.4

106 ｾﾌｷﾉﾑ + 10 529.0 ×

× ×

91 7.4 14.1 71 2.7 20.5

○

105 ｾﾌﾁｵﾌﾙ + 16 523.9

104 ﾁｱﾑﾘﾝ + 64 494.4 ○

× ×125 46.8 91.7 71 12.6 46.0

○

103 ｸﾛﾙﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ + 16 479.1

102 ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ + 16 461.1 ○

× ×

93 8.5 20.3 85 3.5 16.7

×

101 ｾﾌｧﾛﾆｳﾑ + 16 459.0

100 ｾﾌｧｿﾞﾘﾝ + 30 454.9 ×

○ ○91 2.4 2.3 89 2.1 3.6

×

99 ﾌｪﾊﾞﾝﾃﾙ + 20 447.0

98 ﾄﾞｷｼｻｲｸﾘﾝ + 30 445.2 ×

○ ○

129 20.7 103.7 77 8.1 14.5

×

97 ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ + 40 445.1

96 ﾄﾙﾄﾗｽﾞﾘﾙｽﾙﾎｷｼﾄﾞ + 46 441.9 ○

× ○- - - - - -95 ｸﾛｷｻｼﾘﾝ + 10 435.9

97 16.5 20.1 86

23.6 22.0

84 8.2 15.7 77

4.5 4.2

4.6 11.4

7.6 44.1

56 69.8

91 33.9 36.9 71

98.1 66

92 5.7 5.8 86

4.5 16.8

51 22.8 30.6 60

3.9 5.6

5.0 13.1

9.0 13.9

113 7.8

92 16.4 17.9 88

13.0 115

70 7.9 6.5 69

3.1 22.7

94 2.8 2.9 92

6.6 8.1

2.2 3.2

5.1 4.1

149 6.8

97 5.8 6.0 91

11.7 144

94 6.0 11.5 85

3.6 18.9

106 19.4 28.1 100

4.6 9.8

6.4 9.5

11.4 14.0

52 14.7

98 17.2 14.1 91

45.4 60

- - - -

4.2 9.0

79 18.6 18.7 77

- -

4.7 5.2

5.6 6.5

104 5.3

81 7.8 6.2 78

9.5 115

- -

- - - -

- - - -

18.2 24.388 52.1 53.2 91

- -
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はじめに 

医薬品，医薬部外品および医療機器等の製品として最

も重要なことは，有効性，安全性および品質の確保であ

る．製品の規格や試験方法は，これらを確保する上で大

変重要な意義を持つ．当研究所では，県薬事課からの依

頼により，県知事に承認権限が委任された医薬品，医薬

部外品等の製造販売承認申請書のうち，規格や試験方法

に関わる内容の妥当性について，技術的な面から検討し

ている． 

これまで都道府県知事に承認権限が委任された医薬品，

医薬部外品等は表１のとおりであるが，製造販売業者に

対する技術的な支援ならびに審査の効率化および標準化

を図ることを目的に，当所では静岡県で申請の多い軟カ

プセル剤および染毛剤をモデルとした知事承認申請ガイ

ドブック 1，2)をそれぞれ平成 19 年，平成 23 年に作成し，

審査に活用している． 

平成 29 年度に，一般用医薬品の漢方製剤等の承認審査

に係る権限が都道府県知事に委任されたことから，医薬

品産業が盛んな静岡県においても，県内企業から一般用

漢方製剤等に関する知事承認申請が予想される．しかし

ながら，漢方製剤は複数の生薬から構成されているため，

申請書を作成する際に必要な分析法バリデーションのデ

ータが欠落又は不足し，資料の追加提出等に時間を費や

すことにより，申請者にとって大きな負担となることが

考えられる． 

そこで，承認申請における分析法バリデーション手法

の具体化による申請者の負担軽減および承認審査の迅速

化を目的として一般用漢方製剤等に関する知事承認申請

ガイドブックを作成したので報告する． 

 

調  査  方  法 

一般用漢方製剤，一般用生薬製剤，医薬品等承認申請

関連通知および医薬品製造販売指針等について必要な

情報を調査，収集した． 

一般用漢方製剤等の知事承認申請における規格試験法の 

妥当性評価に関するガイドブックの作成 
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結果および考察 

1 一般用漢方製剤の承認申請に必要な試験項目 

今回知事承認となった一般用漢方製剤は平成 31 年３

月時点で29処方であり，漢方エキスの処方が一般用漢方

製剤承認基準 3)に規定されている．ガイドブックでは，

網羅的に規格および試験方法を検討可能な製剤として芍

薬甘草湯エキス製剤をモデルとし，漢方製剤に特有の規

格や試験方法等について申請内容の標準化を図った．ま

た汎用性を高める目的で，一般用生薬製剤の承認申請に

ついての情報も掲載した 4)．知事承認となった一般用漢

方製剤の剤形と規格および試験方法の設定において必要

となる試験項目は，図１に示したとおりである．漢方製

剤は生薬の受入，エキスの抽出，製剤化等からなる一連

の工程で製造されることから，製造工程での混入がない

ことを客観的に説明ができる場合は，一部のエキス製剤

を除き，純度試験 (重金属およびヒ素) の項目を設定し

なくてよいとされている 5)．同様に，灰分や酸不溶性灰

分等についても一定の理由を示すことにより設定不要と

されている 5)．審査者はこれらの省略された項目につい

て，その合理性を十分評価する必要がある． 

2 代表的な分析法バリデーション手法の検証 

1) 確認試験 

一般的に漢方エキスでは確認試験として薄層クロマト

グラフィー (TLC) が日本薬局方 6)で設定されており，医

薬品製造販売指針 20157)においてもTLCが推奨されてい

る．確認試験ではブランク製剤を用いて特異性を評価 

する必要があるが，複数成分を含有する漢方エキスでは，

化成品とは異なり，単一成分のみを抜き取ったブランク

製剤の設定が困難と考えられる．そこで，ブランク製剤

として，対象の生薬を処方から除いた製剤または添加剤

等の賦形剤のみを用いた製剤を用いて特異性を検証した

ところ，その妥当性が十分確認できたことから，確認例

としてガイドブックに掲載した．  

 

2) 定量法 

先述したとおり，漢方エキスは複数成分を含有するた

め，各漢方エキスにおいて定量すべき指標成分が日本薬

局方 6)に規定されており，試験方法として液体クロマト

グラフィー (HPLC) が主に設定されている．そのため，

HPLC における特異性，真度，精度，直線性および範囲

等の分析法バリデーション項目について漢方製剤の特性

に応じた検討方法をガイドブックに掲載した． 

特に，定量法では，規格および試験方法の設定に関す

る資料の作成において，妥当性評価に必要な試験回数の

設定の誤りや，統計手法の煩雑さが申請者にとって負担

となることが考えられる．試験の再現性確認のためには，

併行精度として３ロットにつき，試料の秤量から分析ま

での一連操作を独立した３回の実施結果が必要とされる

が，過去の申請において，１ロットにつき３回の試験実

施をもって試験法の妥当性を評価している例や，真度，

標準偏差および信頼区間等の算出した統計処理結果を十

分評価できていない例があった．このような場合，申請

者と審査者とのやりとりが繰り返されることになり，承

認に至るまで長期間を要することがある．そのためガイ

ドブックには，妥当性評価に必要な試験回数や統計手法

に関するパラメータ等の参考情報を掲載することにより，

分析バリデーションについての評価方法をより具体的に

示した． 

 

 

No． 種類 地方委任告示年月日 

1 かぜ薬 昭和 45 年 10 月 20 日 

2 解熱鎮痛薬 昭和 47 年 12 月 26 日 

3 鎮咳去淡薬 昭和 59 年 5 月 29 日 

4 瀉下薬 昭和 59 年 5 月 29 日 

5 眩暈薬 昭和 60 年 3 月 26 日 

6 眼科用薬 昭和 61 年 7 月 29 日 

7 ビタミン主薬製剤 昭和 63 年 3 月 26 日 

8 浣腸薬 昭和 63 年 3 月 26 日 

9 駆虫薬 平成元年 3 月 28 日 

10 鼻炎用点鼻薬 平成 3 年 3 月 29 日 

11 鼻炎用内服薬 平成 5 年 1 月 29 日 

12 外用痔疾用薬 平成 7 年 3 月 22 日 

13 胃腸薬 平成 7 年 3 月 22 日 

14 みずむし・たむし用薬 平成 10 年 5 月 15 日 

15 鎮痒消炎薬 平成 24 年 1 月 19 日 

16 一般用漢方製剤 平成 29 年 3 月 28 日 

17 一般用生薬製剤 平成 29 年 12 月 21 日 

図１ 剤形毎の必要な規格および試験方法 

表 1 地方委任となった医薬品等 

○：設定が必要な項目 

△：必要に応じて設定する項目 
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まとめ 

医薬品等製造販売承認申請の支援を目的とした当ガイ

ドブックは，製造販売業者においては承認申請や変更申

請の際に役立つことが期待される．また，承認申請の経

験の少ない製造販売業者の医薬品産業への新規参入の一

助となりうる．また当研究所においても，審査に必要と

なるデータ等の情報を企業と共有することが可能となり，

医薬品等の知事承認申請における審査期間の短縮につな

がると考えられる． 

さらに，製造販売業者において試験法や試験結果の評

価方法についての意味や意義の理解を深めることで，製

品の品質管理の向上にもつながることが期待される． 

今後，県内企業を対象とした講習会および通知等によ

り，企業におけるガイドブックの利用価値を向上させて

いきたい． 

 

文  献 

 

1) 医薬品等知事承認審査のための「規格及び試験方法」

に関するガイドブック－軟カプセル剤－， 

http://www.pref.shizuoka.jp/kosei/ko-530/yakujisidou/m

ayaku/documents/guidebookh19nancap.pdf 

2) 知事承認審査のための「規格及び試験方法」に関する

ガイドブック－染毛剤－， 

http://www.pref.shizuoka.jp/kosei/ko-530/yakujisidou/m

ayaku/documents/guidebookh23senmou.pdf 

3) 厚生労働省医薬・生活衛生局長通知：一般用漢方製剤

製造販売承認基準について，平成 29 年３月 28 日，薬

生発 0328 第１号 

4) 厚生労働省医薬・生活衛生局長通知：一般用生薬製剤

製造販売承認基準について，平成 29 年 12 月 21 日，薬

生発 1221 第４号 

5) 厚生労働省医薬・生活衛生局長通知：都道府県知事が

承認する漢方製剤の製造販売承認事務の取扱いに関す

る質疑応答集（Q&A）について，平成 29 年６月 20 日，

事務連絡 

6) 厚生労働省：第十七改正日本薬局方，平成 28 年 3 月７

日付厚生労働省告示第 64 号 

7) レギュラトリーサイエンス：医薬品製造販売指針 2015，

150，じほう，東京（2015） 



 

 



 - 29 - 

静岡県環境衛生科学研究所 

(〒420-8637，静岡市葵区北安東4－27－2) 

Shizuoka Institute of Environment and Hygiene 

(4-27-2，Kita-ando，Aoi-ku，Shizuoka，420-8637，Japan) 

 

はじめに 

平成 18 年 5 月に食品中の残留農薬等の規格基準にポ

ジティブリスト制度が導入されて以来, 当研究所では

厚生労働省から通知された方法 1) をもとに農産食品中の

残留農薬の一斉分析法を開発し, 現在, GC-MS/MS およ

び LC-MS/MS を用い, 約 350項目の残留農薬分析が可能

である. また, 平成 22 年 12 月には厚生労働省から「食

品中に残留する農薬等に関する試験法の妥当性評価ガ

イドラインの一部改正について」2) （以下, 妥当性評価ガ

イドライン）が通知されたため, 当研究所では, 検査対象

の農産食品ごとに, 妥当性評価ガイドラインに準じた

方法で試験法の妥当性評価を実施し, 当該ガイドライ

ンが示す目標値に適合した項目を検査対象項目として

収去検査を実施している. 

一方, 残留農薬分析の前処理法としてAnastassiadesら 

が開発した 3) QuEChERS 法は, 迅速かつ簡便な方法とし

て注目されており, 欧州や米国では広く用いられてい

る 4,5). QuEChERS 法は, 使用する器具や有機溶媒量が少

なく, 試料溶液を迅速に調製できるため,日本国内にお

いても, 本前処理法を活用した残留農薬分析法が検討

されている 6-8). 

今回, 迅速かつ簡便な前処理法による残留農薬一斉

分析法を確立し,検査に適用することを目的に, 日常

GC-MS/MSを用いて分析を行っている301項目の農薬に

ついて QuEChERS 法を前処理に取り入れた一斉分析法

を検討し, 従来法による妥当性評価結果と比較をした

ので報告する.  

 

試料および方法 

1 試料 

対象とする 301 項目の農薬が検出されていないことを

確認したさといも, にんじんを用いた. 

2 試薬等 

標準品は, 関東化学㈱製, 富士フィルム和光純薬㈱製

および林純薬㈱製の農薬標準品を用いた. 混合標準液は, 

各標準品をアセトンに溶解して調製した 1000μg/mL の

標準原液および市販混合標準品を用い, これらをアセト

迅速かつ簡便な前処理法による農産食品中の残留農薬 
一斉分析法の検討 

 
医薬食品部 食品班  小林千恵, 渡邊愛子, 山本幸,  

 髙橋真 
 

Study of the Simultaneous Analytical Method for Pesticide Residues 

in Agricultural Products ｂｙ fast and easy preparation 

 

Chie KOBAYASHI, Aiko WATANABE, Miyuki YAMAMOTO 

and Makoto TAKAHASHI 

 

県内に流通する農産食品のより高い安全性の確保を目的に, 多種類の残留農薬を迅速に分析するため, 従

来法よりも前処理時間の大幅な短縮等に効果がある QuEChERS 法を取り入れた一斉分析法について検討した.  

さといも, にんじんを試料として, 日常GC-MS/MSを用いて分析を行っている 301項目の農薬を対象に添

加回収試験をしたところ, 従来法の妥当性評価適合項目数より多くの項目が妥当性評価ガイドラインの真度と併

行精度の目標値を満たす良好な結果が得られた. このことから, QuEChERS 法を前処理に取り入れた一斉分析法

は, 従来法と同等以上の項目が妥当性評価に適合となる可能性が示唆され, 農産食品中の残留農薬の検査に有用

と考えられた.  
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ン/ヘキサン混液(1:1)で希釈し 1μg/mL混合標準液を調

製後, 適宜希釈したマトリックス標準溶液を検量線の作

成に用いた.   

固相抽出カラムは, Supelco社製のENVI-Carb/LC-NH2 

SPE (500mg/500mg)を用いた.  

3 方法 

1) 検討対象項目 

GC-MS/MSを用いて分析を行っている301項目の農薬

を対象とし, 表１に保持時間の早いものから順に示し

た. 

2) QuEChERS 法を取り入れた前処理 

 既報 9) の方法を用いて行った. 粉砕均一化した試料

10g を 50mL のポリプロピレン製遠心管に採取し, アセ

トニトリル 10mL を正確に加え, １分間ホモジナイズし

た. これに, 塩化ナトリウム 1g, 無水硫酸マグネシウ

ム 4g, クエン酸水素二ナトリウム 1.5水和物 0.5g, およ

びクエン酸三ナトリウム 2水和物 1g を加え, 1 分間手で

振とうした. その後, 遠心分離（2,500rpm, 10 分間）し, 

得られたアセトニトリル層から 4mL を正確に分取し, 

アセトニトリル:トルエン混液（3:1）10mL でコンディシ

ョニングした固相カラムに負荷後, アセトニトリル:ト

ルエン混液（3:1）30mL で溶出した. 溶出液は 1mL 以下

になるまで 40℃以下で減圧濃縮後, アセトン 10mLを加

え 1mL 以下になるまで 40℃以下で減圧濃縮し, さらに

アセトン 5mL を加え同様に減圧濃縮した. 完全に乾固

させた後, アセトン/ヘキサン混液(1:1)2mL に溶解し, 

試料溶液とした. 現在の検査に適用している前処理方法

（従来法）との比較を図１に示した. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 添加回収試験 

  粉砕均一化した試料に各農薬が 0.01ppm, 0.1ppm とな

るように添加し, 30 分間放置後に前処理を行った. 試験

は 5 回繰り返し行い, 真度(%)と併行精度(RSD%)を算出し

た.  

4) GC-MS/MS の分析条件 

① 装置 

ガスクロマトグラフは, 456-GC(ブルカージャパン社

製), 質量分析計は, EVOQ GC-TQ(ブルカージャパン社

製)を用いた.   

② GC 条件 

カラム：VF-5ms (Agilent Technologies 社製)  

(0.25mm×30m, 膜厚 0.25μm) 

 キャリアガス：ヘリウム(1.2mL/min) 

 注入口温度：260℃ 

 カラム昇温：50℃(1min)→25℃/min→125℃(4min)→5℃

/min→300℃(6min)  

注入量：2μL 

注入方法：パルスドスプリットレス(パルス圧 40psi, 

1min) 

トランスファーライン温度：280℃ 

③ MS 条件 

イオン源温度：230℃ 

イオン化エネルギー：70eV 

イオン化法：EI 

分析モード：MRM 

 

結 果 

現在, 検査に適用している従来法を前処理に用いた場

合, 妥当性評価適合項目数は,さといも 181 項目, にん

じん 212 項目である(表 1). 今回, QuEChERS 法を取り入

れた前処理法により添加回収試験を実施し, 得られた真

度(%)と併行精度(RSD%)を妥当性評価ガイドラインが示

す目標値(添加濃度 0.01ppm：真度 70～120%, 併行精度

25%>, 添加濃度0.1ppm：真度70～120%, 併行精度 15%>)と

比較した. 

その結果, 添加濃度0.01ppm, 0.1ppmの両濃度における

真度と併行精度の各目標値に全て適合したのは, さとい

も 259項目, にんじん 235項目であった(表 1). これらの

適合項目のうち, さといも85項目, にんじん38項目は, 

従来法では妥当性評価不適合の項目であった. 一方, 従

来法では妥当性評価に適合しているが, 今回検討した前

処理法では, 両濃度における真度と併行精度の各目標値

に対していずれかが不適合となり, 全てが適合とならな

かった項目数は,さといも 7 項目, にんじん 15 項目であ

った. 
図 1 前処理方法の比較 

試料20ｇ

ろ液

ホモジナイズ5分

ろ過

残留物

←塩化ナトリウム15g

振とう5分

残留物

←アセトニトリルで100mLに定容

←リン酸緩衝液30ｍL

遠心分離2800rpm, 5分

30ｍL分取

アセトニトリル層

←無水硫酸ナトリウム

減圧濃縮・乾固

残留物

固相カラム精製へ

←アセトニトリル45ｍL

←アセトニトリル25ｍL

ホモジナイズ5分

ろ過

ろ過

ろ液

ろ液

試料10ｇ

←アセトニトリル10ｍL

ホモジナイズ1分

←クエン酸三ナトリウム2水和物1g

←クエン酸水素二ナトリウム1.5水和物0.5g

←無水硫酸マグネシウム4g

←塩化ナトリウム1g

振とう1分

遠心分離2500rpm, 10分

アセトニトリル層

従来法 QuEChERS法を取り入れた方法

アセトニトリル層4mL分取アセトニトリル:トルエン(3:1)3mLに溶解し、2.5mL分取
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考 察 

QuEChERS 法は,その優れた点である Quick, Easy, 

Cheap, Effective, Rugged, Safe の頭文字を集めた迅速かつ

簡便な残留農薬の一斉分析の前処理法である. 本前処理

法は, アセトニトリルへの農薬の抽出, 塩析, 脱水を同

時に行い, 精製は PSA(primary secondary amine)粉を投入

し, 遠心分離により試料溶液を得る方法であるが, 厚生

労働省通知に基づく従来法よりも精製が不十分という報

告 10) がある. そのため, 従来法の抽出, 塩析, 脱水を

段階的に行う工程を QuEChERS 法に変更し, 精製工程

は固相カラムを用いる従来法を変更せずに検討を行っ

た. 

本前処理法を用いて, さといも, にんじんを試料とし, 

GC-MS/MS 測定項目である 301 項目の農薬の添加回収試

験を行ったところ, 従来法の妥当性評価適合項目数より

多くの項目が真度と併行精度において妥当性評価ガイド

ラインの目標値に適合した. 本前処理法は, 簡便かつ迅

速であるため, 揮発や分解しやすい項目について真度が

著しく低下することがなく, 繰り返し試験による測定値

のばらつきも全体的に小さかったため, 従来法と比較す

ると適合項目が多くなったと考えられた.  

また, 従来法では妥当性評価不適合となる傾向がある

保持時間の早い項目も, 本前処理法では良好であった. 特

にさといもの結果から, 従来法では No.1～35 の項目は

全て妥当性評価不適合であったが, 本前処理法を用いた

場合, 20 項目が真度と併行精度の目標値を満たし, 両前処

理法の違いが顕著に現れた.このことから, 保持時間が早

く,低沸点の項目は, 従来法よりも減圧濃縮工程が少な

い本前処理法を用いた方が揮発等による影響を受けにく

いと考えられた. 

一方,従来法では妥当性評価に適合しているが, 今回

検討した前処理法では真度または併行精度の目標値を満

たすことができなかったさといも 7 項目, にんじん 15

項目は, 全て添加濃度 0.01ppm の真度のみが不適合であ

った. これらの項目は, 本前処理法における添加濃度

0.01ppm の定量について, 濃縮率の関係から従来法の

0.05μg/mLより低濃度の0.02μg/mLの標準溶液で評価す

る必要があり, GC-MS/MSの感度が他の項目よりも低かった

ためと考えられた. そのため, 本前処理法を検査に適用す

る際には, 装置のメンテナンスに重点を置き, 感度を常に

良好な状態に保っていくことが必要と思われた. 

今回検討した迅速かつ簡便な前処理法を取り入れた一

斉分析法は,でんぷんを多く含む農産食品であるさとい

も,にんじんにおいて従来法と同等以上の項目が妥当性

評価に適合となる可能性が高く, GC-MS/MS 測定項目の

残留農薬検査に有用であると考えられた.  

また, 本前処理法は, 既報 9) で報告しているとおり,

従来法よりも１検体あたりの前処理時間が 3 分の 1 に迅

速化され, 検査に要する有機溶媒量を10分の1に削減で

きる. 今後は本前処理法の収去検査への導入を目指して, 

LC-MS/MS 測定項目についても検討し, 測定項目全てに

おいて妥当性評価を実施する予定である.  

さらに, 対象とする農産食品を拡大し, 試料マトリッ

クスの特性も考慮しながら検査対象項目がより多数にな

るように必要に応じて本前処理法の改良についても検討

し, より効率的かつ効果的な一斉分析法を確立すること

で, 県内に流通する農産食品の安全性を確保していきた

いと考える. 

 

まとめ 

迅速かつ簡便な残留農薬の前処理法である QuEChERS

法を検査に取り入れることについて, GC-MS/MS 測定項目

である 301 項目の農薬において,さといも,にんじんを試

料として検討した結果, 以下のことが明らかとなった. 

1 さといも, にんじんを試料として添加回収試験を実施した

ところ, 両者ともに従来法の妥当性評価適合項目数よ

り多くの項目が, 真度と併行精度において妥当性評価

ガイドラインの目標値に適合する良好な結果を得た. 

2 従来法では妥当性評価に適合しているが, 本前処理法

では, 添加濃度 0.0１ppm の添加回収試験において, 真

度が目標値を満たすことができなかった項目は, 従来

法よりも低濃度の評価が必要であり,GC-MS/MS の感

度が他の項目よりも低かったためと考えられた. 

3 今回検討した迅速かつ簡便な前処理法を取り入れた一

斉分析法は,でんぷんを多く含む農産品であるさといも,

にんじんにおいて, 従来法と同等以上の項目が妥当性

評価に適合となる可能性が示唆され, 農産食品中の残

留農薬の検査に有用と考えられた. 
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表１ 検討対象項目および従来法の妥当性評価適合項目との比較 (No.1～75) 

〇：1) 添加濃度 0.01ppmおよび 0.1ppmの真度,併行精度の各目標値に全て適合した項目,2) 従来法による妥当性評価適合項目  

×：1) 添加濃度 0.01ppmおよび 0.1ppmの真度,併行精度の各目標値に対していずれかが不適合の項目,2) 従来法による妥当性評価不適合項目 

- ：感度不良等により算出不可能 

真度(%)  併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 真度(%)  併行精度(%)

1 ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ 16 46.3 33 15.0 × × 21 51.6 53 11.0 × ×
2 EPTC 6 69.6 24 22.6 × × 13 74.9 38 14.8 × ×
3 ﾒﾋﾞﾝﾎｽ 74 5.6 80 4.4 ○ × 72 11.6 78 5.4 ○ ×
4 ﾌﾞﾁﾚｰﾄ 16 46.3 32 19.5 × × 20 44.7 47 12.4 × ×
5 ﾆﾄﾗﾋﾟﾘﾝ 14 29.8 33 14.6 × × 24 37.2 55 7.4 × ×
6 ｴﾄﾘｼﾞｱｿﾞｰﾙ 10 35.3 25 15.9 × × 22 34.4 48 9.2 × ×
7 ﾒﾀｸﾘﾎｽ 35 22.5 58 7.6 × × 51 12.8 82 4.1 × ×
8 ｸﾛﾛﾈﾌﾞ 45 17.6 73 3.9 × × 68 14.3 83 5.5 × ×
9 ﾃﾌﾞﾁｳﾛﾝ 80 6.1 83 2.7 ○ × 81 4.6 84 4.0 ○ ○
10 ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 74 3.1 78 2.4 ○ × 798 24.3 83 5.1 × ×
11 XMC 84 4.8 89 3.4 ○ × 85 7.1 88 3.5 ○ ×
12 ﾃｸﾅｾﾞﾝ 33 17.2 54 4.6 × × 44 14.8 76 5.6 × ×
13 ｵﾒﾄｴｰﾄ 74 5.6 81 5.1 ○ × 73 3.7 75 4.6 ○ ×
14 ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ 79 5.2 89 6.3 ○ × 79 6.9 97 6.6 ○ ○
15 ﾌﾟﾛﾎﾟｷｽﾙ 76 7.1 88 4.8 ○ × 77 7.3 92 5.2 ○ ○
16 ﾌﾟﾛﾊﾟｸﾛｰﾙ 75 4.7 81 5.1 ○ × 74 5.6 89 8.1 ○ ×
17 ｸﾛﾙｴﾄｷｼﾎｽ 36 11.6 60 4.4 × × 68 9.8 75 5.8 × ×
18 ﾃﾞﾒﾄﾝ-s-ﾒﾁﾙ 71 5.8 77 2.3 ○ × 74 7.3 81 4.3 ○ ×
19 ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ 72 6.3 76 3.9 ○ × 71 5.9 86 8.0 ○ ×
20 ｴﾀﾙﾌﾙﾗﾘﾝ 49 4.6 75 5.0 × × 50 7.0 73 3.9 × ×
21 ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ 74 3.1 85 4.0 ○ × 78 5.7 88 5.8 ○ ○
22 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 47 5.7 72 3.9 × × 47 5.8 74 5.9 × ×
23 ｼﾞｸﾛﾄﾎｽ 74 3.0 79 3.3 ○ × 71 5.8 79 4.7 ○ ×
24 ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ 43 6.4 73 4.0 × × 41 5.4 61 6.2 × ×
25 ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ 73 3.7 82 3.9 ○ × 71 3.1 86 6.3 ○ ×
26 ﾓﾉｸﾛﾄﾎｽ 76 5.5 81 2.7 ○ × 64 5.6 80 4.4 × ×
27 ｶｽﾞｻﾎｽ 71 3.1 83 1.3 ○ × 78 5.7 86 4.4 ○ ×
28 ﾀﾞｲｱﾚｰﾄ 63 4.4 73 2.4 × × 73 6.1 80 4.6 ○ ×
29 ﾎﾚｰﾄ 46 4.8 74 2.9 × × 53 7.7 76 5.8 × ×
30 α-BHC 71 5.8 75 1.6 ○ × 71 3.1 82 3.0 ○ ×
31 ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 46 9.0 60 3.0 × × 70 8.7 74 4.0 ○ ×
32 ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ 71 3.1 82 2.5 ○ × 72 3.8 79 2.8 ○ ×
33 ﾁｵﾒﾄﾝ 74 3.1 89 3.4 ○ × 73 3.7 76 3.6 ○ ○
34 ｼﾞｸﾛﾗﾝ 83 6.8 76 1.8 ○ × 72 6.1 75 2.7 ○ ×
35 ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 93 4.7 112 4.0 ○ × 98 4.5 111 1.9 ○ ○
36 ｼﾏｼﾞﾝ 87 6.6 91 3.2 ○ ○ 76 7.1 82 3.4 ○ ○
37 ｱﾄﾗｼﾞﾝ 84 2.7 91 2.0 ○ ○ 74 5.6 84 3.6 ○ ○
38 ｸﾛﾙﾌﾞﾌｧﾑ 72 9.4 78 5.2 ○ × 46 11.9 73 3.8 × ×
39 ｼﾞﾒﾁﾋﾟﾝ 87 3.2 90 1.5 ○ ○ 83 5.3 84 1.2 ○ ○
40 ｸﾛﾏｿﾞﾝ 75 4.8 87 2.3 ○ ○ 79 6.9 85 2.9 ○ ○
41 ﾌﾟﾛﾊﾟｼﾞﾝ 83 3.4 90 1.8 ○ ○ 76 8.5 84 2.5 ○ ○
42 ｷﾝﾄｾﾞﾝ 42 6.4 74 4.2 × × 40 0.1 74 6.2 × ×
43 ｼﾞｵｷｻﾁｵﾝ - - 82 8.5 × × - - 73 11.7 × ×
44 β-BHC 72 3.7 80 1.5 ○ ○ 70 0.1 85 3.8 ○ ○
45 γ-BHC 75 0.2 80 2.1 ○ ○ 72 3.9 84 3.4 ○ ○
46 ﾌﾟﾛﾍﾟﾀﾝﾎｽ 70 0.2 88 3.4 ○ × 70 5.0 83 4.5 ○ ○
47 ﾃﾙﾌﾞﾎｽ 47 5.7 76 1.9 × × 64 6.6 79 4.0 × ×
48 ｼｱﾉﾎｽ 76 3.0 85 2.9 ○ ○ 74 7.3 90 3.8 ○ ○
49 ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 72 3.7 81 2.5 ○ × 70 0.1 81 3.6 ○ ○
50 ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 71 3.2 85 3.4 ○ ○ 70 7.1 91 5.2 ○ ○
51 ﾋﾟﾛｷﾛﾝ 89 2.5 90 1.9 ○ ○ 89 2.4 89 2.8 ○ ○
52 ﾋﾟﾘﾒﾀﾆﾙ 86 2.5 88 1.6 ○ ○ 82 3.3 88 3.2 ○ ○
53 ﾌﾟﾛﾋﾄﾞﾛｼﾞｬｽﾓﾝ 82 3.3 81 0.9 ○ × 66 5.9 84 6.4 × ○
54 ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝ 51 8.2 78 3.0 × × 70 7.1 80 5.9 ○ ×
55 ｲｻｿﾞﾎｽ 72 3.8 81 3.9 ○ ○ 72 3.8 89 6.0 ○ ○
56 ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ 76 2.9 80 2.3 ○ ○ 74 5.6 80 3.4 ○ ○
57 ﾀｰﾊﾞｼﾙ 79 5.2 84 2.0 ○ × 77 3.5 83 2.9 ○ ×
58 ｴﾄﾘﾑﾎｽ 74 8.8 84 8.1 ○ × 69 12.9 86 7.7 × ○
59 ﾄﾘｱﾚｰﾄ 72 3.7 79 3.1 ○ × 72 3.8 81 5.0 ○ ○
60 δ-BHC 78 5.7 84 3.5 ○ ○ 73 3.8 77 2.5 ○ ○
61 ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ 80 4.3 83 2.5 ○ ○ 76 2.9 90 2.6 ○ ○
62 ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ 59 7.0 77 5.8 × × 69 3.3 83 3.1 × ×
63 ｵｷｻﾍﾞﾄﾘﾆﾙ 108 2.5 98 0.8 ○ × - - - - × ×
64 ﾍﾞﾉｷｻｺｰﾙ 66 3.3 77 2.2 × × 71 3.1 82 3.5 ○ ×
65 ｴﾁｵﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 52 10.9 77 2.5 × × 72 6.1 78 6.2 ○ ×
66 ﾎｽﾌｧﾐﾄﾞﾝ 71 7.7 80 5.5 ○ × 72 10.5 81 4.2 ○ ○
67 ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ 71 3.1 82 1.7 ○ ○ 76 5.4 84 3.3 ○ ○
68 ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄ 84 4.9 82 2.3 ○ ○ 95 5.3 84 2.8 ○ ○
69 ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ 72 3.7 79 4.5 ○ ○ 81 5.1 89 3.0 ○ ○
70 ｱｾﾄｸﾛｰﾙ 72 3.7 85 1.9 ○ ○ 70 5.0 86 3.0 ○ ○
71 ﾌﾟﾛﾊﾟﾆﾙ 79 2.9 89 2.0 ○ ○ 77 3.3 92 1.7 ○ ○
72 ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ 66 3.4 82 3.5 × ○ 70 8.7 82 3.7 ○ ○
73 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ 71 3.1 85 2.3 ○ ○ 73 6.1 87 2.9 ○ ○
74 ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ 71 3.1 79 4.5 ○ ○ 71 3.1 74 3.1 ○ ○
75 ﾎﾙﾓﾁｵﾝ 75 4.7 83 2.1 ○ × 72 3.8 85 2.7 ○ ○
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表１ 検討対象項目および従来法の妥当性評価適合項目との比較 (No.76～150) 

真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%)

76 ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ 80 6.1 88 1.7 ○ ○ 81 2.7 85 3.5 ○ ○
77 ｱﾗｸﾛｰﾙ 73 3.7 86 2.7 ○ ○ 77 3.6 88 3.2 ○ ○
78 3-ﾋﾄﾞﾛｷｼｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 79 5.3 95 3.8 ○ × 74 7.5 96 2.7 ○ ○
79 ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ 73 3.7 72 3.4 ○ × 70 0.1 75 3.3 ○ ×
80 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 76 2.9 84 1.3 ○ ○ 81 5.1 87 3.3 ○ ○
81 ｼﾒﾄﾘﾝ 80 4.3 87 4.0 ○ ○ 69 2.9 85 3.6 × ○
82 ｶﾙﾊﾞﾘﾙ 73 6.0 83 3.4 ○ × 72 3.8 81 2.4 ○ ○
83 ﾒﾀﾗｷｼﾙ 85 8.2 87 3.9 ○ ○ 79 5.3 87 6.3 ○ ○
84 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ 51 4.3 72 3.0 × × 69 6.0 74 4.3 × ×
85 ｱﾒﾄﾘﾝ 72 3.7 87 2.9 ○ × 73 3.8 84 4.0 ○ ○
86 ﾌｪﾝｸﾛﾙﾎｽ 71 3.1 83 1.2 ○ ○ 77 3.5 85 3.4 ○ ○
87 ｽﾋﾟﾛｷｻﾐﾝ 69 3.1 82 3.4 × ○ 109 3.8 83 3.1 ○ ×
88 ﾌﾟﾛﾒﾄﾘﾝ 86 4.8 93 6.4 ○ ○ 78 7.3 91 6.1 ○ ○
89 ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ 72 6.2 84 2.4 ○ ○ 71 3.1 82 3.9 ○ ○
90 ﾃﾙﾌﾞﾄﾘﾝ 75 4.6 89 4.9 ○ ○ 74 7.3 84 7.1 ○ ○
91 1-ﾅﾌﾁﾙｱｾﾄｱﾐﾄﾞ 74 5.6 91 3.8 ○ × 70 6.6 86 3.8 ○ ○
92 ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 70 7.0 73 4.1 ○ × 46 9.1 66 7.6 × ×
93 ｴﾄﾌﾒｾｰﾄ 91 4.6 90 3.3 ○ ○ 84 9.7 84 5.8 ○ ○
94 ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ 80 4.4 88 5.3 ○ ○ 76 5.5 85 2.3 ○ ○
95 ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ(E) 79 2.9 84 1.8 ○ ○ 73 6.1 78 3.6 ○ ○
96 ﾌﾞﾛﾏｼﾙ 74 7.3 83 3.4 ○ ○ 75 4.3 82 0.9 ○ ○
97 ｼﾞｸﾛﾌﾙｱﾆﾄﾞ 31 26.5 38 7.3 × × 42 6.5 53 5.5 × ×
98 ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ 78 3.4 81 1.7 ○ ○ 79 5.3 82 4.6 ○ ○
99 ﾏﾗﾁｵﾝ 71 3.1 77 2.4 ○ ○ 71 3.1 72 2.1 ○ ○
100 ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ 75 4.7 83 2.2 ○ ○ 72 3.8 80 4.3 ○ ○
101 ｷﾉｸﾗﾐﾝ 71 3.1 73 2.7 ○ ○ 70 5.0 74 2.3 ○ ×
102 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 71 3.1 85 1.8 ○ ○ 70 0.1 82 3.1 ○ ○
103 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 80 6.2 85 5.3 ○ ○ 74 7.4 83 6.7 ○ ○
104 ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ 75 4.7 85 3.5 ○ × 71 5.9 83 6.1 ○ ○
105 ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ(Z) 76 2.9 84 1.7 ○ ○ 72 3.8 82 2.6 ○ ○
106 ｱﾙﾄﾞﾘﾝ 72 7.9 81 8.3 ○ ○ 73 3.7 79 4.5 ○ ○
107 ｸﾛﾙﾀｰﾙｼﾞﾒﾁﾙ 89 2.5 91 5.0 ○ ○ 90 3.8 87 4.4 ○ ○
108 ﾌｪﾝﾁｵﾝ 73 6.0 83 2.5 ○ ○ 81 5.1 76 4.1 ○ ○
109 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾋﾟﾓﾙﾌ 74 3.1 78 2.3 ○ ○ 88 5.0 80 4.0 ○ ○
110 ｼｱﾅｼﾞﾝ 73 3.8 80 2.6 ○ ○ 76 5.4 88 2.2 ○ ○
111 ﾊﾟﾗﾁｵﾝ 74 5.6 73 4.3 ○ × 70 8.7 72 4.6 ○ ×
112 ｲｿﾌｪﾝﾎｽｵｷｿﾝ 72 3.7 79 3.4 ○ × 71 3.1 76 5.3 ○ ×
113 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ 79 8.2 81 4.1 ○ ○ 74 7.3 81 1.9 ○ ○
114 ﾃﾄﾗｺﾅｿﾞｰﾙ 77 5.7 86 3.0 ○ ○ 71 7.7 84 3.8 ○ ○
115 ｲｿｶﾙﾎﾞﾎｽ 82 3.2 79 2.7 ○ ○ 66 3.1 83 2.4 × ×
116 ﾆﾄﾛﾀｰﾙｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙ 71 5.8 72 3.0 ○ × 65 5.3 56 7.3 × ×
117 4,4'-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ 85 4.1 87 2.4 ○ ○ 92 2.9 83 4.3 ○ ○
118 ｼﾞｺﾎｰﾙ 84 2.6 86 2.5 ○ ○ 89 4.8 82 4.0 ○ ○
119 ﾌｻﾗｲﾄﾞ 88 3.0 90 1.7 ○ ○ 88 5.0 91 2.4 ○ ○
120 ﾌﾞﾛﾓﾎｽﾒﾁﾙ 73 3.8 82 2.3 ○ ○ 74 3.1 77 4.1 ○ ○
121 ｼﾞﾌｪﾅﾐﾄﾞ 83 5.4 87 4.4 ○ ○ 89 4.7 85 3.9 ○ ○
122 ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ 71 7.6 81 5.9 ○ × 71 5.9 77 5.3 ○ ○
123 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 59 3.8 75 3.9 × × 73 6.1 70 3.8 ○ ×
124 ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ 71 5.8 80 3.1 ○ × 70 5.0 78 3.7 ○ ○
125 ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ 77 5.7 83 4.3 ○ ○ 79 6.9 83 4.2 ○ ○
126 ﾍﾟﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 72 5.8 88 2.8 ○ ○ 76 5.5 83 3.3 ○ ○
127 ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 75 4.6 84 3.8 ○ ○ 77 3.5 78 2.6 ○ ○
128 ｸﾛｿﾞﾘﾈｰﾄ 90 8.7 81 5.3 ○ ○ 84 5.0 84 6.2 ○ ×
129 ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ 72 3.8 87 2.1 ○ ○ 77 3.5 86 2.9 ○ ○
130 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｼﾄﾞA 76 2.9 87 1.7 ○ ○ 80 6.2 89 3.6 ○ ○
131 ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ(Z) 73 3.8 82 4.0 ○ ○ 70 5.0 75 3.2 ○ ×
132 ｱﾚｽﾘﾝ 79 2.9 96 1.3 ○ × 90 8.9 76 3.8 ○ ×
133 ﾒｶﾙﾊﾞﾑ 76 2.9 83 3.1 ○ ○ 70 5.0 77 2.7 ○ ○
134 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｼﾄﾞB 77 5.7 83 2.8 ○ ○ 84 6.5 88 3.8 ○ ○
135 ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ 55 6.3 83 1.7 × ○ 55 6.5 76 4.1 × ○
136 ｷﾅﾙﾎｽ 85 6.0 87 1.9 ○ ○ 75 0.1 79 2.0 ○ ○
137 ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 95 3.7 93 1.3 ○ ○ 90 3.9 97 4.5 ○ ○
138 ｼﾞﾒﾋﾟﾍﾟﾚｰﾄ 72 3.7 83 1.5 ○ ○ 70 0.1 81 3.1 ○ ○
139 ﾁｱﾍﾞﾝﾀﾞｿﾞｰﾙ 36 4.3 74 4.6 × × 72 6.1 79 2.1 ○ ×
140 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 20 30.6 32 6.5 × × - - - - × ×
141 ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ 72 7.8 75 4.9 ○ ○ 67 6.3 81 2.7 × ×
142 ﾒﾄﾌﾟﾚﾝ 96 2.3 86 4.0 ○ ○ 102 5.5 84 5.1 ○ ○
143 ﾄﾘｱｼﾞﾒﾉｰﾙ 75 8.1 82 3.9 ○ × 38 5.7 84 2.6 × ○
144 ﾎﾙﾍﾟｯﾄ 29 30.9 41 13.3 × × 35 10.1 47 12.7 × ×
145 ﾌﾞﾛﾓﾎｽｴﾁﾙ 71 3.1 82 2.8 ○ ○ 71 5.9 76 3.2 ○ ○
146 ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ 73 6.1 79 5.8 ○ ○ 69 6.0 82 4.9 × ○
147 ｼﾞｸﾛｼﾒｯﾄ 96 4.3 89 1.9 ○ ○ 82 3.3 86 2.2 ○ ○
148 ﾊﾞｰﾊﾞﾝ 88 5.2 86 3.2 ○ × 83 9.2 88 2.9 ○ ○
149 ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾄﾞ 71 3.1 79 1.8 ○ ○ 71 3.1 73 2.0 ○ ○
150 trans-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 74 2.9 80 3.1 ○ ○ 76 2.9 82 3.9 ○ ○
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添加濃度0.01ppm 添加濃度0.1ppm 全て目標値に適合

した項目1)

従来法による

妥当性評価適合項目2)

No. 項目名

さといも

〇：1) 添加濃度 0.01ppmおよび 0.1ppmの真度,併行精度の各目標値に全て適合した項目,2) 従来法による妥当性評価適合項目  

×：1) 添加濃度 0.01ppmおよび 0.1ppmの真度,併行精度の各目標値に対していずれかが不適合の項目,2) 従来法による妥当性評価不適合項目 

- ：感度不良等により算出不可能 



 - 35 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%)

151 ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ 72 3.7 83 1.5 ○ × 72 3.8 81 2.5 ○ ○
152 ﾌﾘﾗｿﾞｰﾙ 75 4.6 85 2.9 ○ × 71 5.9 83 3.4 ○ ○
153 ﾋﾟﾘﾌｪﾉｯｸｽ(E) 73 7.7 82 2.3 ○ × 71 5.9 73 0.8 ○ ×
154 ｷﾉﾒﾁｵﾈｰﾄ 0 - 0 - × × 6 37.2 2 20.3 × ×
155 ﾃﾄﾗｸﾛﾙﾋﾞﾝﾎｽ 73 6.1 83 3.7 ○ ○ 70 5.0 88 2.5 ○ ○
156 ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ 73 3.7 85 3.1 ○ × 74 5.6 84 1.7 ○ ○
157 ﾌﾞﾀｸﾛｰﾙ 74 2.9 85 0.9 ○ ○ 76 5.4 80 2.2 ○ ○
158 ｼﾞｽﾙﾎﾄﾝｽﾙﾎﾝ 65 5.4 88 4.2 × ○ 67 8.4 87 3.8 × ○
159 ﾌｪﾉﾁｵｶﾙﾌﾞ 78 3.4 88 1.8 ○ ○ 77 3.5 86 2.5 ○ ○
160 cis-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ 84 2.6 84 2.1 ○ ○ 86 2.6 83 2.9 ○ ○
161 α-ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ 82 3.2 85 1.5 ○ ○ 82 3.3 82 2.8 ○ ○
162 ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 74 3.1 73 3.2 ○ × 53 5.1 62 3.4 × ×
163 ﾌﾙﾄﾘｱﾎｰﾙ 72 6.2 81 3.3 ○ × 76 8.5 80 4.2 ○ ○
164 ﾌｪﾅﾐﾎｽ 75 8.1 84 3.8 ○ × 73 6.2 79 3.0 ○ ○
165 ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 88 5.0 92 2.4 ○ ○ 86 4.8 88 4.2 ○ ○
166 ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 89 6.1 92 1.8 ○ ○ 110 0.1 87 3.5 ○ ○
167 TCMTB 73 3.7 75 1.4 ○ × 70 7.1 72 3.0 ○ ×
168 ｸﾛﾙﾌｪﾝｿﾝ 88 3.1 90 3.3 ○ ○ 88 3.2 89 4.1 ○ ○
169 ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ 73 6.2 78 5.3 ○ ○ 76 2.9 79 3.3 ○ ○
170 ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝE 71 5.8 83 3.2 ○ ○ 72 3.8 81 2.8 ○ ○
171 ﾌﾟﾛﾁｵﾎｽ 71 5.8 82 3.7 ○ ○ 70 7.1 73 3.5 ○ ○
172 ｲﾏｻﾞﾘﾙ 72 13.4 80 4.2 ○ × 45 11.2 79 3.4 × ×
173 ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ 75 4.7 87 2.9 ○ ○ 70 5.0 82 3.2 ○ ○
174 ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ 80 4.3 91 2.0 ○ ○ 81 6.3 87 3.4 ○ ○
175 ｲｿｷｻﾁｵﾝｵｷｿﾝ 76 10.8 74 1.1 ○ × 82 6.9 75 3.0 ○ ×
176 ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 88 6.5 90 5.8 ○ ○ 87 11.9 85 6.5 ○ ○
177 ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ 76 2.9 85 1.5 ○ ○ 70 5.0 83 3.2 ○ ○
178 ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ 96 4.4 89 1.9 ○ ○ 87 3.1 86 3.1 ○ ○
179 ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙ 78 3.4 76 3.6 ○ ○ 71 3.3 81 4.4 ○ ○
180 pp'-DDE 84 2.6 85 3.6 ○ ○ 83 3.2 78 3.4 ○ ○
181 ﾁﾌﾙｻﾞﾐﾄﾞ 73 3.7 83 2.1 ○ ○ 72 3.8 80 3.0 ○ ○
182 ｳﾆｺﾅｿﾞｰﾙP 72 3.8 82 2.7 ○ × 81 6.7 78 4.5 ○ ○
183 ﾄﾘﾌﾞﾎｽ 93 3.0 81 1.2 ○ ○ 70 0.1 75 3.8 ○ ○
184 ﾌﾗﾑﾌﾟﾛｯﾌﾟﾒﾁﾙ 104 5.3 91 2.0 ○ ○ 95 5.3 92 3.7 ○ ○
185 ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ 80 4.4 85 2.3 ○ ○ 81 5.1 90 3.3 ○ ○
186 ｵｷｼﾌﾙｵﾙﾌｪﾝ 70 11.4 75 4.0 ○ × 53 8.4 73 3.5 × ×
187 ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ 71 5.8 85 2.8 ○ ○ 73 3.7 89 2.2 ○ ○
188 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 85 8.3 91 6.0 ○ ○ 84 5.1 86 4.0 ○ ○
189 ﾌﾞﾋﾟﾘﾒｰﾄ 81 5.1 88 4.1 ○ ○ 92 6.2 86 3.6 ○ ○
190 ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 89 7.3 88 3.3 ○ ○ 88 5.0 84 3.3 ○ ○
191 ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ 74 5.6 83 5.3 ○ ○ 73 3.8 84 5.3 ○ ○
192 ﾒﾄﾐﾉｽﾄﾛﾋﾞﾝZ 73 6.0 77 5.8 ○ × 74 5.7 77 5.4 ○ ○
193 ｶﾙﾎﾞｷｼﾝ 75 6.7 83 4.8 ○ × 76 2.7 78 4.2 ○ ×
194 ｲﾏｻﾞﾒﾀﾍﾞﾝｽﾞﾒﾁﾙｴｽﾃﾙ 78 5.7 86 5.3 ○ ○ 80 6.2 85 4.1 ○ ○
195 ｱｻﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 74 3.1 83 2.2 ○ ○ 82 9.6 83 1.9 ○ ○
196 ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 83 8.2 89 2.2 ○ × 90 11.1 89 4.0 ○ ○
197 ｲｿｷｻﾁｵﾝ 59 11.0 75 9.2 × × 39 5.8 67 7.2 × ×
198 ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ 70 4.7 85 3.0 ○ ○ 77 8.2 82 2.7 ○ ○
199 ﾌｪﾉｷｻﾆﾙ 80 6.2 90 2.3 ○ ○ 88 6.4 88 3.2 ○ ○
200 ﾍﾟﾙﾀﾝ 74 5.6 84 1.8 ○ ○ 80 7.7 80 3.0 ○ ○
201 ｴﾝﾄﾞﾘﾝ 78 7.3 84 1.8 ○ ○ 76 7.3 79 4.2 ○ ○
202 ﾌﾙﾌｪﾝﾋﾟﾙｴﾁﾙ 84 2.7 96 2.4 ○ ○ 89 9.3 88 3.2 ○ ○
203 ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ(Z) 80 4.4 88 1.8 ○ ○ 81 5.1 87 2.5 ○ ○
204 ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ 80 0.2 89 2.8 ○ ○ 83 5.4 85 2.2 ○ ○
205 ﾌｪﾝｽﾙﾎﾁｵﾝ 72 3.7 76 4.7 ○ × 70 7.2 74 4.7 ○ ×
206 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙｰﾃﾞﾍﾞﾝｼﾞﾙ 81 6.7 90 2.0 ○ × 79 7.0 87 1.7 ○ ○
207 β-ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ 82 3.4 89 2.7 ○ ○ 80 6.2 88 3.8 ○ ○
208 ｴﾁｵﾝ 52 8.5 79 3.6 × ○ 73 6.2 77 2.8 ○ ○
209 ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ 84 2.7 89 2.9 ○ ○ 81 2.6 85 2.3 ○ ○
210 op'-DDT 72 3.7 75 2.0 ○ ○ 68 3.7 74 2.0 × ○
211 pp'-DDD 71 3.1 75 2.2 ○ ○ 72 3.8 82 3.0 ○ ○
212 ﾌﾙｱｸﾘﾋﾟﾘﾑ 76 3.1 91 2.3 ○ ○ 78 3.4 88 1.8 ○ ○
213 ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 77 3.5 93 3.7 ○ ○ 80 6.2 90 3.0 ○ ○
214 ﾄﾘｱｿﾞﾎｽ 53 5.1 83 3.6 × ○ 72 6.2 80 2.5 ○ ○
215 ｶﾙﾌｪﾝﾄﾗｿﾞﾝｴﾁﾙ 71 3.1 78 2.5 ○ ○ 71 3.1 74 2.3 ○ ○
216 ｱｻﾞﾒﾁﾎｽ 81 17.7 77 35.2 × × 59 7.0 73 2.0 × ×
217 ﾌｧﾑﾌｰﾙ 78 5.7 96 9.9 ○ ○ 77 3.5 86 2.6 ○ ○
218 ﾍﾞﾅﾗｷｼﾙ 89 4.6 88 1.1 ○ ○ 85 4.1 87 3.0 ○ ○
219 ﾄﾘﾌﾛｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 50 12.1 79 6.9 × ○ 56 14.6 80 7.3 × ×
220 ﾉﾙﾌﾙﾗｿﾞﾝ 77 7.3 90 2.9 ○ ○ 78 3.4 87 2.2 ○ ○
221 ｴﾃﾞｨﾌｪﾝﾎｽ 71 5.8 87 1.8 ○ ○ 71 3.1 83 3.2 ○ ○
222 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｽﾙﾌｪｰﾄ 86 2.5 87 2.3 ○ ○ 85 0.1 85 2.3 ○ ○
223 ﾋﾟﾘﾐﾉﾊﾞｯｸﾒﾁﾙ(E) 72 6.1 86 3.5 ○ ○ 79 5.2 83 2.2 ○ ○
224 ｷﾉｷｼﾌｪﾝ 86 2.5 87 1.5 ○ ○ 85 0.1 84 2.2 ○ ○
225 ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 75 6.6 84 2.7 ○ ○ 73 6.1 81 5.2 ○ ○

No. 項目名

さといも にんじん

添加濃度0.01ppm 添加濃度0.1ppm 全て目標値に適合

した項目1)

従来法による

妥当性評価適合項目2)

添加濃度0.01ppm 添加濃度0.1ppm 全て目標値に適合

した項目1)

従来法による

妥当性評価適合項目2)

表１ 検討対象項目および従来法の妥当性評価適合項目との比較 (No.151～225) 

〇：1) 添加濃度 0.01ppmおよび 0.1ppmの真度,併行精度の各目標値に全て適合した項目,2) 従来法による妥当性評価適合項目  

×：1) 添加濃度 0.01ppmおよび 0.1ppmの真度,併行精度の各目標値に対していずれかが不適合の項目,2) 従来法による妥当性評価不適合項目 

- ：感度不良等により算出不可能 
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表１ 検討対象項目および従来法の妥当性評価適合項目との比較 (No.226～301) 

真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%) 真度(%) 併行精度(%)

226 ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝｴﾁﾙ 85 5.8 91 1.7 ○ ○ 83 3.2 89 3.2 ○ ○
227 ﾚﾅｼﾙ 89 4.6 90 2.0 ○ ○ 72 5.8 90 3.1 ○ ○
228 pp'-DDT 75 4.6 79 1.1 ○ ○ 70 0.1 76 1.6 ○ ○
229 ﾍｷｻｼﾞﾉﾝ 87 5.1 87 2.1 ○ ○ 76 2.7 86 2.3 ○ ○
230 ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ 74 5.6 88 3.0 ○ ○ 73 7.8 83 3.5 ○ ○
231 ﾃﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 74 5.6 79 3.8 ○ × 66 3.1 74 2.0 × ×
232 ｼﾞｸﾛﾎｯﾌﾟﾒﾁﾙ 91 4.5 92 1.2 ○ ○ 91 2.4 89 2.6 ○ ○
233 ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ 83 5.3 90 1.2 ○ ○ 85 4.2 88 2.3 ○ ○
234 ﾌﾟﾛﾊﾟﾙｷﾞｯﾄ 90 6.8 96 1.8 ○ ○ 15 3.4 77 2.3 × ×
235 ﾋﾟﾍﾟﾛﾆﾙﾌﾞﾄｷｼﾄﾞ 75 4.7 87 3.1 ○ × 82 3.3 82 3.1 ○ ○
236 ﾚｽﾒﾄﾘﾝ 73 6.0 86 3.4 ○ × 73 7.8 77 3.0 ○ ○
237 ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ 79 19.7 72 4.3 ○ × 104 5.3 73 4.4 ○ ×
238 ｴﾎﾟｷｼｺﾅｿﾞｰﾙ 75 8.1 80 4.5 ○ ○ 66 5.9 75 1.6 × ○
239 ｿﾞｷｻﾐﾄﾞ 80 4.4 93 5.2 ○ ○ 74 5.7 84 3.1 ○ ○
240 ﾒﾌｪﾝﾋﾟﾙｼﾞｴﾁﾙ 80 4.4 91 3.4 ○ ○ 82 3.3 86 3.1 ○ ○
241 ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ 77 7.4 82 7.7 ○ × 73 3.8 78 2.7 ○ ○
242 ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 73 10.3 88 8.0 ○ × 70 5.0 78 5.2 ○ ○
243 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 78 5.7 88 5.1 ○ ○ 154 7.0 82 2.9 × ×
244 ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ 79 5.3 86 3.5 ○ ○ 74 3.1 75 2.8 ○ ○
245 ﾎｽﾒｯﾄ 74 7.3 85 9.9 ○ ○ 70 0.1 77 2.0 ○ ○
246 EPN 81 5.2 79 3.3 ○ × 72 3.8 78 2.3 ○ ○
247 ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ 74 5.6 91 2.1 ○ ○ 71 3.1 83 2.6 ○ ○
248 ﾋﾟﾍﾟﾛﾎｽ 72 3.8 88 2.0 ○ × 71 7.7 74 3.9 ○ ○
249 ﾋﾟｺﾘﾅﾌｪﾝ 80 4.4 92 2.5 ○ ○ 77 3.5 88 2.1 ○ ○
250 ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ 78 7.3 94 3.7 ○ ○ 77 3.5 80 2.9 ○ ○
251 ﾒﾄｷｼｸﾛｰﾙ 72 3.7 81 1.8 ○ ○ 71 3.1 79 3.0 ○ ○
252 ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 74 3.0 89 3.7 ○ ○ 72 8.0 77 3.8 ○ ○
253 ﾌｪﾝｱﾐﾄﾞﾝ 82 3.4 91 2.7 ○ ○ 74 2.9 86 2.7 ○ ○
254 ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 88 5.0 92 2.2 ○ ○ 77 3.5 86 2.4 ○ ○
255 ｱﾆﾛﾎｽ 73 6.1 88 12.6 ○ ○ 70 5.0 78 5.2 ○ ○
256 ﾋﾞﾌｪﾉｯｸｽ 71 7.7 77 3.1 ○ × 54 10.0 73 4.1 × ×
257 ﾌﾗﾁｵｶﾙﾌﾞ 74 8.7 88 3.5 ○ ○ 26 3.7 82 1.4 × ×
258 ﾃﾄﾗｼﾞﾎﾝ 87 3.0 92 1.1 ○ ○ 80 4.3 90 2.7 ○ ○
259 ﾌｪﾉﾄﾘﾝ 74 8.7 91 5.0 ○ ○ 80 4.3 80 4.4 ○ ○
260 ﾎｻﾛﾝ 75 8.1 91 3.6 ○ × 70 7.1 79 4.2 ○ ○
261 ｱｼﾞﾝﾎｽﾒﾁﾙ 76 7.2 96 8.1 ○ ○ 62 4.5 78 3.4 × ×
262 ﾋﾟﾘﾌﾟﾛｷｼﾌｪﾝ 93 6.1 95 1.6 ○ ○ 85 4.0 90 2.9 ○ ○
263 ｼﾊﾛﾎｯﾌﾟﾌﾞﾁﾙ 83 6.8 94 2.1 ○ ○ 73 3.8 93 4.6 ○ ○
264 ｼﾊﾛﾄﾘﾝ 87 8.6 83 2.5 ○ ○ 79 5.2 77 2.4 ○ ×
265 ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ 83 8.0 90 2.6 ○ ○ 75 4.7 89 3.6 ○ ○
266 ｱｸﾘﾅﾄﾘﾝ 75 8.1 76 6.4 ○ × 49 4.6 77 5.2 × ×
267 ﾋﾟﾗｿﾞﾎｽ 75 8.1 88 2.8 ○ × 74 5.7 82 5.1 ○ ○
268 ﾌｪﾅﾘﾓﾙ 77 7.3 90 2.8 ○ ○ 69 5.7 89 2.1 × ○
269 ﾋﾟﾗｸﾛﾎｽ 75 8.1 98 5.5 ○ ○ 72 3.8 83 6.1 ○ ○
270 ﾌｪﾉｷｻﾌﾟﾛｯﾌﾟｴﾁﾙ 82 6.9 95 5.1 ○ ○ 74 5.7 90 4.1 ○ ○
271 ｵﾘｻﾞﾘﾝ 71 7.7 97 4.8 ○ × 69 11.9 91 3.4 × ×
272 ｽﾋﾟﾛｼﾞｸﾛﾌｪﾝ 86 4.9 96 2.2 ○ ○ 74 3.1 93 3.0 ○ ○
273 ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ 80 7.6 98 1.9 ○ ○ 85 8.7 100 3.9 ○ ×
274 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 96 5.6 98 1.2 ○ ○ 80 4.4 99 1.8 ○ ○
275 ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ 81 8.1 85 1.7 ○ ○ 76 5.5 80 3.4 ○ ○
276 ﾌﾙｷﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 81 2.7 86 1.3 ○ ○ 71 3.1 86 2.5 ○ ○
277 ﾌﾟﾛｸﾛﾗｽﾞ 72 11.6 83 4.8 ○ × 73 3.8 81 7.1 ○ ×
278 ｶﾌｪﾝｽﾄﾛｰﾙ 82 3.3 89 2.9 ○ ○ 73 6.1 89 1.6 ○ ○
279 ﾌｪﾝﾌﾞｺﾅｿﾞｰﾙ 85 10.5 94 2.8 ○ ○ 92 6.2 96 4.0 ○ ○
280 ｼﾌﾙﾄﾘﾝ 72 3.7 80 2.0 ○ × 54 4.0 77 3.4 × ○
281 ﾊﾙﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 73 7.8 73 3.1 ○ × 42 6.5 64 4.2 × ×
282 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 71 3.1 83 3.5 ○ × 46 4.4 81 3.0 × ○
283 ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ 84 5.0 82 3.1 ○ × 22 3.3 78 3.0 × ○
284 ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 87 6.5 86 4.7 ○ ○ 75 6.3 84 3.8 ○ ○
285 ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ 85 7.1 84 2.6 ○ ○ 78 5.8 84 2.9 ○ ○
286 ﾌﾙﾘﾄﾞﾝ 81 10.1 94 2.5 ○ ○ 72 7.8 95 3.2 ○ ○
287 ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾌｪﾝ 81 6.7 95 1.8 ○ × 74 5.7 92 2.7 ○ ×
288 ﾌﾙﾐｵｷｻｼﾞﾝ 67 4.0 77 2.7 × × 46 9.1 79 4.4 × ×
289 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 76 2.9 79 3.6 ○ × 38 7.3 74 2.4 × ○
290 ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ 75 4.6 78 2.2 ○ × 70 0.1 79 4.0 ○ ○
291 ｼﾞﾌｪﾉｺﾅｿﾞｰﾙ 75 4.4 83 2.9 ○ × 69 3.1 89 4.2 × ×
292 ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ 75 8.1 82 8.5 ○ × 43 6.3 75 4.1 × ×
293 ﾌﾙﾐｸﾛﾗｯｸﾍﾟﾝﾁﾙ 77 5.8 87 4.5 ○ ○ 72 6.3 95 6.3 ○ ○
294 ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 72 7.8 95 4.7 ○ ○ 68 12.4 85 9.0 × ○
295 ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ 75 9.4 88 5.1 ○ ○ 70 7.2 88 8.6 ○ ○
296 ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ 78 10.6 91 5.7 ○ ○ 72 9.3 96 6.9 ○ ○
297 ｼﾞﾒﾄﾓﾙﾌ 87 10.5 99 3.7 ○ ○ 82 8.2 100 2.2 ○ ○
298 ﾋﾟﾗｸﾛｽﾄﾛﾋﾞﾝ - - - - × × - - - - × ×
299 ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ 46 14.1 76 3.7 × × 29 7.7 85 9.2 × ×
300 ｼﾆﾄﾞﾝｴﾁﾙ 77 8.6 97 6.5 ○ ○ 74 10.1 96 7.7 ○ ○
301 ﾌﾙﾁｱｾｯﾄﾒﾁﾙ 39 16.7 78 11.2 × × 30 16.7 80 15.0 × ×

259項目適合 181項目適合 235項目適合 212項目適合

No. 項目名

さといも にんじん

添加濃度0.01ppm 添加濃度0.1ppm 全て目標値に適合

した項目1)

添加濃度0.01ppm 従来法による

妥当性評価適合項目2)

従来法による

妥当性評価適合項目2)

添加濃度0.1ppm 全て目標値に適合

した項目1)

〇：1) 添加濃度 0.01ppmおよび 0.1ppmの真度,併行精度の各目標値に全て適合した項目,2) 従来法による妥当性評価適合項目  

×：1) 添加濃度 0.01ppmおよび 0.1ppmの真度,併行精度の各目標値に対していずれかが不適合の項目,2) 従来法による妥当性評価不適合項目 

- ：感度不良等により算出不可能 
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はじめに 

 光化学オキシダント（Ox）は，大気中の窒素酸化物，

揮発性有機化合物（VOC）等が光化学反応を起こすこと

により発生する．Ox 濃度が高くなると目や呼吸器等の粘

膜を刺激して，健康被害が発生することがある．県は，

Ox 濃度の１時間値が「Ox 注意報」の発令基準である

120ppb 以上となり，かつ，この状態が継続すると推定さ

れる場合には，大気汚染防止法第 23 条に基づき注意報を

発令し，県民に注意を呼び掛けるとともに，工場等に大

気汚染物質排出量の削減を要請し，健康被害の未然防止

に努めている． 

県では，Ox が発生しやすい春～夏を監視強化期間とし，

当日午前 10 時 30 分までに Ox 日最高濃度予測を A

（120ppb 以上で高くなる），B（100ppb 以上 120ppb 未満

で高くなりやすい），C（100ppb 未満で低い）の 3 ランク

で行い，その結果を市町及び報道機関等に情報提供する

とともに，インターネット上で公開している（図 1）． 

現在，県内の Ox 日最高濃度予測情報は受託業者が Ox

濃度，天気図，アメダス資料及び気象衛星資料等を用い

て作成しているが，A 及び B ランクの予測的中率が低い

ことがある（表１）．A 又は B ランクと予測した場合，注

意報発令に備える必要があるため，A 及び B ランクの予

測的中率の向上が求められている．現在，Ox の主成分で

あるオゾン（O3）の生成に関与する窒素酸化物及び VOC

のデータを予測に用いていないので，これらのデータを

解析し，A 及び B ランクの予測的中率向上につながる知

見が得られないか検討したので報告する． 

 

 

光化学オキシダントの発生予測に関する研究 
 

大気水質部 大気騒音環境班 結城茜，井口大輔，小田祐一， 

        前田友幸，矢嶋雅 

 

Study on Prediction for the photochemical oxidant of Shizuoka Prefecture 

 

Akane YUKI, Daisuke IGUCHI, Yuichi ODA, 

Tomoyuki MAEDA and Masashi YAJIMA 

 

県では，光化学オキシダント（Ox）が発生しやすい春～夏を Ox 監視強化期間とし，当日午前 10 時 30 分ま

でに Ox の日最高濃度予測を A（120ppb 以上で高くなる），B（100ppb 以上 120ppb 未満で高くなりやすい），C（100ppb

未満で低い）の 3 ランクで行っているが，A 及び B ランクの予測的中率が低いことがある．現在，Ox の日最高濃

度予測情報は受託業者が Ox 濃度，気象データ等を用いて作成しているが， Ox の生成に関与する大気中の窒素酸

化物及び揮発性有機化合物（VOC）のデータは利用していない．そこで，午前 10 時までの Ox 生成に関与する大

気データを解析し，A 及び B ランクの的中率向上につながる知見が得られないか検討した． 

その結果，Ox の日最高濃度と午前 10 時までの二酸化窒素（NO2）濃度に正の相関があることが判明した．

また，重回帰分析により NO2を含む Ox 日最高濃度予測式と NO2を含まない Ox 日最高濃度予測式を導出し，比較

した結果，NO2を予測判断に加えることで A 及び B ランクの予測的中率が向上する可能性が示唆された． 

 

Key words: 光化学オキシダント，二酸化窒素，統計解析 

photochemical oxidant，nitrogen dioxide，statistical analysis 

図 1 Ox 日最高濃度予測の公開例 

静岡県環境衛生科学研究所 
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(4-27-2,Kita-ando,Aoi-ku,Shizuoka,420-8637,Japan) 

静岡県環境衛生科学研究所報告  No.61   37－41   2018           

Bulletin of Shizuoka Institute of Environ. and Hyg. 
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地域 A B C

伊豆      0 （0/1） 25　（1/4） 　97　（143/148）

東部 100　(0/0) 25　（1/4） 　97　（144/149）

中部 100　(0/0) 25　（1/4） 　95　（142/149）

西部 100　(0/0) 40　（2/5） 　95　（141/148）

 

 方 法 

1 解析対象物質 

Ox と Ox の生成に関与する一酸化窒素（NO），二酸化

窒素（NO２）及び非メタン炭化水素（NMHC）を対象と

した．  

2 解析対象測定局 

Ox，NO，NO2及び NMHC の大気自動測定器を設置し

ている県内の大気汚染常時監視測定局 13 局（図 2）のデ

ータを解析した． 

 

 

 

3 解析方法 

 本県の常時監視システムに収集された 1 時間値測定デ

ータを整理し，統計ソフト EXCEL 多変量解析 Ver.7.0（株

式会社エスミ）を用いて解析した． 

1) 濃度推移の可視化 

濃度推移を把握する目的で，2006 年度～2016 年度の

１時間値，日平均値及び日最高値を用いて，日内濃度推

移，地域及び季節ごとの濃度推移を図示した．本県は東

西約 150km・南北約 120km と広大な面積を有し，県内を

4 地域（伊豆，東部，中部，西部）に分けて Ox 日最高濃

度を予測しているため，4 地域ごとの濃度推移を図示し

た．また，春（4 月～6 月），夏（7 月～9 月）秋（10 月

～12 月），冬（1 月～3 月）ごとの濃度推移を図示した． 

2) 相関分析 

Ox日最高濃度とOx生成に関与する物質に関係性がな

いか調べるため，相関図を作成し，ピアソンの積率相関

係数を算出した． 高濃度事例を分析するため，2009 年

度～2016 年度の内，Ox が 120ppb 以上の高濃度となった

年度のデータを用いて相関分析した．午前 10 時 30 分ま

でに Ox 日最高濃度予測をしているため，午前 10 時まで

の Ox，NO，NO2及び NMHC 濃度と Ox 日最高濃度の相

関分析をした．  

3) 重回帰分析 

Ox日最高濃度と相関のあった物質をOx日最高濃度予

測に用いることで，A 及び B ランクの予測的中率が向上

するか評価するため，相関のあった物質を含む Ox 日最

高濃度予測式及び相関のあった物質を含まない Ox 日最

高濃度予測式を重回帰分析により導出し，A 及び B ラン

クの的中率を比較し評価した．Ox は光化学反応により発

生するため，Ox 日最高濃度予測式は午前 10 時までの相

関のあった物質濃度，Ox 濃度，最高気温及び日照時間の

データを用いて導出した．気温及び日照時間は，測定局

付近の気象庁の気象観測データを用いた．Ox 高濃度事例

の特徴を反映させるため，2009 年度～2016 年度 Ox が

120ppb 以上の高濃度となった年度の 5 月～9 月のデータ

を分析に用いた．  

相関のあった物質を含む Ox 日最高濃度予測式（Ox 日

最高濃度予測値＝a1×【午前 10 時までの Ox 濃度】＋b1

×【Ox 日最高濃度と相関があった物質の午前 10 時まで

の濃度】＋c1×【午前 10 時までの最高気温】＋d1×【午

前 10 時までの日照時間】＋e1）及び相関のあった物質を

含まない Ox 日最高濃度予測式（Ox 日最高濃度予測値＝

a2×【午前 10 時までの Ox 濃度】＋c2×【午前 10 時まで

の最高気温】＋d2×【午前 10 時までの日照時間】＋e2）

の係数（a～d）及び定数(e)は，予測値と実測値の差の 2

乗和が最小になるように求めた．また，予測式（重回帰

式）について多重共線性の心配がないこと及び予測値と

実測値の差が正規分布に従うことを確認した 1）．  

A 及び B ランクの予測的中率が向上するか評価する

ため，導出した 2 つの Ox 日最高濃度予測式に 2009 年度

～2018 年度，5 月～9 月のデータを代入し，算出した Ox

日最高濃度予測値を 3 つの予測ランク（A：120ppb 以上，

B：100ppb 以上 120ppb 未満，C：100ppb 未満）に変換し，

A 及び B ランクの予測的中率を比較した．  

 

結果および考察 

1 濃度推移の可視化 

1 日の中で時刻により Ox，NO，NO2及び NMHC 濃度

が変動していることがわかった（図 3）．季節により Ox，

NO 及び NO2濃度が変動することがわかった（図 4，5）．

Ox が高くなりやすい春～夏（4 月～9 月），地域により

NO，NO2及び NMHC 濃度が異なることがわかった（図

6，7）．また，年度により NO，NO2及び NMHC 濃度が変

動していることがわかった（図 4～7） 

表 1 2015 年 5 月～9 月 予測ランク的中率（%） 

図 2 解析対象測定局 
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2 相関分析 

Ox，NO，NO2及び NMHC 濃度は日内変動しているこ

とがわかったため（図 3），午前 1-10 時，5-10 時及び 8-10

時の濃度平均値と Ox 日最高濃度の相関分析をした．ま

た，季節及び地域により濃度が変動する物質があったた

め（図 4～7），Ox 濃度が高くなりやすく，Ox 日最高濃

度予測をしている 5 月～9 月のデータを用い，測定局ご

とに分析した．紙幅の都合上，各地域で Ox が 120ppb 以

上の高濃度となった日が最も多かった測定局（伊豆地

域：①熱海総合庁舎，東部地域：②東部総合庁舎，中部

地域：⑦静岡市常盤公園，西部地域：⑫浜松市中央測定

局）について，午前 1-10 時，5-10 時及び 8-10 時の濃度

平均値の内，ピアソンの積率相関係数（r）の絶対値が最

も大きかった時間帯の濃度平均値と Ox 日最高濃度の相

関図を示す（図 8～11）． 

相関分析の結果，Ox 日最高濃度と 10 時までの濃度に

図 3 Ox，NO，NO2及び NMHC 日内濃度推移 

図 4 季節別の日最高濃度の年平均値 

図 6 地域別の日最高濃度の平均値（春～夏） 

図 5 季節別の日平均濃度の年平均値 

図 7 地域別の日平均濃度の平均値（春～夏） 
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正の相関があった測定局数は，13 局中 Ox が 13 局，NO2

が 11 局、NMHC が 7 局であった． Ox 日最高濃度と 10

時までの NO 濃度に負の相関があった測定局数は，13 局

中4局であった． NO は Ox の主成分である O3を減少さ

せる物質のため（O3＋NO→O2＋NO2），負の相関になり, 

NO2及びNMHC はOxの原因物質のため正の相関になっ

たと考えられる．10 時までの Ox 濃度は Ox 日最高濃度

の予測判断に用いられているが，多くの測定局で 10 時ま

での濃度と Ox 日最高濃度に正の相関があった NO2濃度

は予測判断に用いられていない．NO2 濃度を予測判断に

新たに加えることで予測の的中率向上の可能性があるこ

とがわかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

3 重回帰分析 

多くの測定局でOx日最高濃度と相関のあったNO2 濃

度を含むOx日最高濃度予測式及びNO2 濃度を含まない

予測式を重回帰分析により導出し，比較した結果，NO2 

濃度を含む予測式の方が A 及び B ランクの予測的中率

が高くなる測定局が多かった．NO2 濃度を予測判断に加

えることで A 及び B ランクの予測的中率が向上する可

能性が示唆された．紙幅の都合上，各地域で Ox が 120ppb

以上の高濃度となった日が最も多かった測定局（伊豆地

域：①熱海総合庁舎，東部地域：②東部総合庁舎，中部

地域：⑦静岡市常盤公園，西部地域：⑫浜松市中央測定

局）の予測式，A 及び B ランクの予測的中率の結果を示

す（図 12）． 

図 8 Ox 日最高濃度と 10 時までの Ox の相関図 

図 9 Ox 日最高濃度と 10 時までの NO の相関図 

図 10 Ox 日最高濃度と 10 時までの NO2の相関図 

図 11 Ox 日最高濃度と 10 時までの NMHC の相関図 
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まとめ 

Ox 生成に関与する県内の大気データを解析し，以下の

知見を得た． 

1  県内において，Ox の日最高濃度と午前 10 時までの

NO2 濃度に正の相関がある測定局が多いことが判明し

た． 

2  午前 10 時までの Ox 濃度，NO2濃度，最高気温，日

照時間を用いて重回帰分析により導出した NO2濃度を

含むOx日最高濃度予測式とNO2濃度を含まないOx日

最高濃度予測式を導出し，比較した結果，NO2 濃度を

含む予測式の方がA 及びBランクの予測的中率が高く

なる測定局が多かった． 

 

 

 

 

 

よって，これまで Ox 日最高濃度の予測判断に利用し

ていない NO2濃度を予測判断に加えることで，A 及び B

ランクの予測的中率が向上する可能性が示唆された． 

今後，本研究の成果を Ox 日最高濃度予測受託業者に

情報提供し，NO2濃度，Ox 濃度及び気象データ等を用い

た Ox 日最高濃度予測を依頼し，A 及び B ランクの予測

的中率の向上を目指す． 
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図 12 Ox 日最高濃度予測式，A 及び B ランクの予測的中率結果 
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他誌に発表した論文 
 

微生物部 

1)  Escherichia albertii による食中毒における病因物質の特

定について 

   森主博貴 

 

2)  食品衛生研究,68，（6）59-63（2018） 

    2016年7月に静岡県内で発生した集団食中毒は新興細

菌 Escherichia albertii が原因であった。国内における

本菌を原因とした食中毒は7例目で、本県では初めての

事例であった。本菌については標準的な検査法が確立

されておらず、分離培地上に有意に発育したコロニー

性状（乳糖および白糖非分解）から本菌を疑い、マル

チプレックスPCR、DNAシーケンス、PFGEを行うこと

により病因物質を特定することが出来た。 

 

医薬食品部 

1) Roles of GalNAc-disialyl lactotetraosyl antigens in renal 

cancer cells 

 

Akiko Tsuchida, Motohiro Senda, Akihiro Ito, Seiichi Saito, 

Makoto Kiso, Takayuki Ando, Anne Harduin-Lepers,  

Akio Matsuda, Keiko Furukawa, Koichi Furukawa 

 

Scientific Reports 8 (1), 7017 (2018) 

 

GalNAc-disialyl Lc4 (GalNAc-DSLc4) was reported as a 

novel antigen that associated with malignant features of 

renal cell cancers (RCCs). To clarify roles of 

GalNAc-DSLc4 in malignant properties of RCCs, we 

identified B4GalNAc-T2 as a responsible gene for the 

synthesis of GalNAc-DSLc4, and prepared stable 

transfectants of GalNAc-T2 cDNA using VMRC-RCW 

cells, resulting in the establishment of high expressants of 

GalNAc-DSLc4. They showed increased proliferation and 

invasion, and specific adhesion to laminin. In the 

transfectants, PI3K/Akt signals were highly activated by 

serum stimulation or adhesion to laminin. GalNAc-DSLc4 

was co-localized in lipid rafts with integrin β1 and 

caveolin-1 in both immunoblotting of fractionated 

detergent extracts and immunocytostaining, particularly 

when stimulated with serum. Masking of GalNAc-DSLc4 

with antibodies as well as PI3K inhibitor suppressed 

malignant properties of the transfectants. These results 

suggested that GalNAc-DSLc4 is involved in malignant 

properties of RCCs by forming a molecular complex with 

integrins in lipid rafts. 

 

学会・研究会の報告 

 

環境科学部 

1)  富士山・愛鷹山の地下水の特徴とエネルギー利用 

神谷貴文 

平成30年度沼津地区環境保全協議会通常総会 

2018. 5.23（沼津） 

 

2)  駿河湾における富士山からの海底湧出地下水(Ⅴ) 

村中康秀，神谷貴文，大山康一，伏見典晃，香田梨花 

小野昌彦，丸井敦尚  

日本地球惑星科学連合 2018 年大会 

2018. 5.24（千葉） 

 

3)  地下水熱の利用について 

村中康秀 

省エネの支援制度等説明会講演 

2018. 5.25（静岡） 

 

4)  天空ダム 富士山と地下水 

村中康秀 

ふじのみや地球温暖化対策地域協議会講演 

2018. 6.27（静岡） 

 

5)  静清地域の地下水の特徴と熱利用に向けて －３年間

の調査結果－ 

神谷貴文 

静清地域地下水利用対策協議会平成 30 年度定期総会 

2018. 7.18（静岡） 

 

6)  富士山の地下水を調べる・守る・活用する 

   神谷貴文 

人間環境大学環境教育センター 環境保全セミナー

第８回 

2018. 7.20（岡崎） 

 

7) 静岡県安倍川下流域の地下水の特徴と地中熱ポテンシ

ャルマップ 

   神谷貴文, 香田梨花，伏見典晃，村中康秀 

日本地下水学会 2018 年秋季講演会 

2018.10.24-26（松山） 

 

8) ワサビ田におけるオナシカワゲラ，コカクツツトビケラ

の生息状況 

  伏見典晃, 神谷貴文, 岡 智也, 西島卓也 

第 21 回自然系調査研究機関連絡会議 調査研究・活

動事例発表会 

2018.11.29（茨城） 

 

9)  ワサビ田に棲む水生昆虫の炭素・窒素安定同位体比 

  伏見典晃, 神谷貴文, 岡 智也, 西島卓也 

第８回同位体環境学シンポジウム 

2018.12.21（京都） 

 

10) 肥料成分はストロンチウム安定同位体比によるバレイ

ショ産地判別に影響を与えるか？ 

神谷貴文，香田梨花，岡 智也，申 基澈 

第８回同位体環境学シンポウム 

2018.12.21（京都） 

 

11） o-アセトキシ安息香酸、サリチル酸ナトリウム及び

p-tert ブチル安息香酸の分析 

   小郷沙矢香 

  平成 30 年度化学物質環境実態調査環境化学セミナー 

  2019. 1.21（東京） 

 

12） ストロンチウム安定同位体比によるワサビ・バレイシ

ョ産地判別の有用性 

神谷貴文，中村佐知子，香田梨花，伏見典晃，岡 智

也，村中康秀，申 基澈 

表示・起源分析技術研究懇談会第 20 回講演会 
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2019. 1.25（東京） 

 

13） 環境省のエコ調査分析法開発業務に参加して 

  小郷沙矢香, 長島由佳 

  平成 30 年度しずおか環境調査研究推進連絡会議 

  2019. 2. 1（静岡） 

 

14） GC/MS アプリケーションソフトの他社製 GC/MS への

応用について 

  長島由佳, 小郷沙矢香 

  平成 30 年度しずおか環境調査研究推進連絡会議 

  2019. 2. 1（静岡） 

 

15)  海岸域におけるマイクロプラスチックの調査手法の確

立 

    鈴木光彰, 村中康秀, 伏見典晃, 神谷貴文, 小郷沙

矢香, 岡 智也, 長島由佳, 平松裕志 

    第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

  2019. 2. 8（静岡） 

 

16） ストロンチウム安定同位体でバレイショの産地判別が

可能か？ 

   神谷貴文，香田梨花，岡 智也 

   第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

     2019. 2. 8（静岡） 

 

17） o-アセトキシ安息香酸、サリチル酸ナトリウム及び

p-tert-ブチル安息香酸の 3 物質一斉分析法の開発 

   小郷沙矢香, 長島由佳 

   第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

     2019. 2. 8（静岡） 

 

18） 大井川流域における地下水の温度分布・成分の特性 

岡 智也, 神谷 貴文, 伏見 典晃, 村中 康秀 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

     2019. 2. 8（静岡） 

 

19） 災害時における土壌中有害物質の前処理とスクリーニ

ング分析法の開発について 

   長島由佳 

    平成 30 年度新成長戦略研究チャレンジ研究成果発

表会 

    2019. 3. 7（静岡） 

 

20） PRTR 情報を用いた AIST-SHANEL による静岡県内河

川のリスク評価 

小郷沙矢香, 長島由佳 

第 52 回日本水環境学会年会 

2019. 3. 7～9（山梨） 

 

微生物部 

1） 腸管出血性大腸菌における MLVA 法導入の効果につい

て 

森主博貴、鈴木香菜、久家力也、村田学博、水本嗣郎、

長岡宏美、神田隆 

全国食品衛生監視員協議会第 58 回関東ブロック研修 

会 

2018.8.31（静岡市） 

 

2） 浴槽水における新たな消毒薬「モノクロラミン」によ

る実証試験 

水本嗣郎、鈴木香菜、久家力也、村田学博、森主博貴、

長岡宏美 

平成 30 年度 日本獣医公衆衛生学会（中部） 

2018.9.2（名古屋市） 

 

3） 新しく分類された下痢症起因性 Esherichia albertii 調

査の汚染実態と分離株の性状 

村田学博、鈴木香菜、久家力也、水本嗣郎、森主博貴、

長岡宏美、神田隆、鈴木秀紀 

平成 30 年度 全国公衆衛生獣医師協議会 全国大会

調査研究発表会 

2018.9.7（東京都） 

 

4） 新規蛍光基質を用いた抗インフルエンザ薬剤耐性株の

検出法の検討 

酒井悠希子、原稔美、大石沙織、阿部冬樹、神田隆 

平成 30 年度（第 33 回）地方衛生研究所全国協議会関

東甲信静支部ウイルス研究部会 

2018.9.27-28（高崎市） 

 

5） 腸管出血性大腸菌における MLVA 法導入の効果につい

て 

森主博貴、鈴木香菜、久家力也、村田学博、水本嗣郎、

長岡宏美、神田隆 

平成 30 年度全国食品衛生監視員研修会 

2018.10.24-25（東京都） 

 

6） 同居家族の続発情報により遺伝子検出に至った日本紅

斑熱陽性症例 

大石沙織、酒井悠希子、阿部冬樹、神田隆、大橋典男 

第 25 回リケッチア研究会 

2018.12.15-16（東京都） 

 

7） 静岡県における風しん患者のウイルス遺伝子検出状況 

大石沙織、酒井悠希子、中村達恵、阿部冬樹、神田隆 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8（静岡市） 

 

8） 感染症発生動向調査におけるインフルエンザ検体提出

状況 

酒井悠希子、原稔美、大石沙織、阿部冬樹、神田隆 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8（静岡市） 

 

9） 2017 年度に分離された腸管出血性大腸菌の MLVA 法に

よる解析 

森主博貴、鈴木香菜、久家力也、村田学博、水本嗣郎、

長岡宏美、神田隆 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8（静岡市） 

 

10） 鶏盲腸便由来サルモネラ属菌の薬剤耐性獲得状況につ

いて 

久家力也、鈴木香菜、村田学博、水本嗣郎、森主博

貴、長岡宏美、神田隆 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8（静岡市） 

 

11） 複数の血清型が分離された ST 産生性腸管毒素原性大
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腸菌による集団食中毒について 

鈴木香菜、久家力也、村田学博、水本嗣郎、長岡宏

美、神田隆、土屋亮介、柏木久輝、山本隆宏、小山

祐人、遠藤真琴、田中恵美 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8（静岡市） 

 

12） 新興細菌 Escherichia albertii の汚染実態調査（第 2

報） 

長岡宏美、鈴木香菜、久家力也、村田学博、水本嗣

郎、森主博貴、神田隆 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8（静岡市） 

 

13） 腸管調査出血性大腸菌 O157 による集団食中毒事例に

おける検査について 

村田学博、鈴木香菜、久家力也、水本嗣郎、森主博

貴、長岡宏美、神田隆 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8（静岡市） 

 

14） 浴槽水等におけるモノクロラミン実証試験 

水本嗣郎、鈴木香菜、久家力也、村田学博、森主博

貴、長岡宏美、神田隆 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8（静岡市） 

 

15） 新しく分類された下痢症起因性 Esherichia albertii 調

査の汚染実態調査 

村田学博、鈴木香菜、鈴木秀紀、久家力也、水本嗣

郎、森主博貴、長岡宏美、神田隆 

平成 30 年度 日本獣医公衆衛生学会 

2019.2.9-11（横浜市） 

 

16）  静岡県における 5 年間の薬剤耐性菌検出状況について 

鈴木香菜、久家力也、村田学博、水本嗣郎、森主博貴、

長岡宏美、神田隆 

第 31 回 地方衛生研究所全国協議会 関東甲信静支

部細菌研究部会 

2019.2.14-15（千葉市） 

 

17） Escherichia albertii の汚染実態（第 2 報） 

長岡宏美、鈴木香菜、久家力也、村田学博、水本嗣

郎、森主博貴、神田隆 

第 31 回 地方衛生研究所全国協議会 関東甲信静

支部細菌研究部会 

2019.2.14-15（千葉市） 

 
18） MLVA について 

森主博貴 

静岡県食品衛生監視員東部ブロック研修会 

2019.3.15（沼津市） 

 

医薬食品部 

1)  ワサビ中グルコシノレート類の LC-MS/MS による一斉

分析法の検討 

渡邊愛子，竹下由布子，山本幸，小林千恵，髙橋真， 

    西島卓也 

第 55 回全国衛生化学技術協議会年会 

2018.11.29-30（横浜市） 

2) 車用除菌・消臭スプレーの除菌効果に関する調査 

辻むつみ，長倉美由紀，髙橋真 

第 55 回全国衛生化学技術協議会年会 

2018.11.29-30（横浜市） 

 

3)  シルクパジャマと謳う衣類の苦情テストについて 

辻むつみ，小笠原理映，長倉美由紀，髙橋真 

第 55 回全国衛生化学技術協議会年会 

2018.11.29-30（横浜市） 

 

4)  輸入製品からの医薬品成分の検出 

堀池あずさ，浜尾俊，岩切靖卓，鈴木喬大， 

金子亜由美，髙橋真 

第 55 回全国衛生化学技術協議会年会 

2018.11.29-30（横浜市） 

 

5)  化粧品中防腐剤等の一斉分析法の検討 

岩切靖卓，浜尾俊，瀧野瑠衣，金子亜由美，今津佳子，

髙橋真，岡野幸次 

第 51 回東海薬剤師学術大会 

2018.12.2（静岡市） 

 

6)  シルクパジャマと謳う衣類の苦情テストについて 

辻むつみ，小笠原理映，長倉美由紀，小和田和宏，髙

橋真，岡野幸次 

第 51 回東海薬剤師学術大会 

2018.12.2（静岡市） 

 

7)  健康被害事例における緊急検査について 

浜尾俊，岩切靖卓，鈴木喬大，金子亜由美， 

堀池あずさ，髙橋真 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8 (静岡市） 

 

8)  輸入サプリメントからの医薬品成分の検出について 

岩切靖卓，浜尾俊，鈴木喬大，金子亜由美， 

堀池あずさ，髙橋真 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8 (静岡市） 

 

9)  LC-MS/MS による食品中に残留する動物用医薬品一斉

検査法の検討 

渡邊愛子，山本幸，小林千恵，髙橋真 

第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8 (静岡市） 

 

大気水質部 

1) 狩野川上流域(伊豆市湯ヶ島)における水質の状況 

菅谷則子 

全環研関東甲信静支部水質専門部会 

2018.10.26（横浜） 

 

2) 静岡県における PM2.5 等常時監視データの測定局間分

類に関する傾向について 

   前田友幸 

全環研関東甲信静支部大気専門部会 

2018.11.22（横浜） 

 

3) 狩野川上流域(伊豆市湯ヶ島)における水質の状況 

菅谷則子 
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第 55 回静岡県公衆衛生研究会 

2019.2.8（静岡） 

 

4) 狩野川上流域(伊豆市湯ヶ島)における水質の状況 

菅谷則子 

水環境学会年会 

2019.3.8（甲府） 

 

5) 富士山麓におけるオゾンのブナ林への影響について 

井口大輔 

Ⅱ型研究「森林生態系における生物・環境モニタリン

グ手法の確立」2018 年度第２回検討会 

2019.3.14（神戸） 

 

表彰等 
 

環境科学部 

1) (独)日本学術振興会科学研究費助成事業 

     「重元素安定同位体をトレーサーとした産地判別手

法の確立―ワサビに着目して―」 

   2018．4．1 

     神谷貴文 

 

2) 第 55 回静岡県公衆衛生研究会第４分科会優秀演題 

「海岸域におけるマイクロプラスチックの調査手法

の確立」 

     2019. 2. 8  

     鈴木光彰 

 

3)  第 55 回静岡県公衆衛生研究会第４分科会優秀演題 

「o-アセトキシ安息香酸、サリチル酸ナトリウム及び

p-tert-ブチル安息香酸の 3 物質一斉分析法の開発」 

     2019. 2. 8  

     小郷沙矢香 

 

微生物部 

1） 平成 30 年度地方衛生研究所全国協議会関東甲信静支長

表彰 

   2018.6.29 

   神田隆 

 

2） 全国食品衛生監視員協議会第 58 回関東ブロック研修大

会優秀演題 

   2018.8.2019 

   腸管出血性大腸菌における MLVA 法導入の効果につ

いて 

   森主博貴、鈴木香菜、久家力也、村田学博、水本嗣郎、

長岡宏美、神田隆 

 

3） 平成 30 年度全国公衆衛生獣医師協議会調査研究発表会

優秀演題 

   新しく分類された下痢症起因性 Escherichia aibertii の

汚染実態調査と分離株の性状 

   2018.9.7 

   村田学博、鈴木香菜、久家力也、水本嗣郎、長岡宏美、

神田隆、鈴木秀紀 

 

4） 平成 30 年度全国食品衛生監視員協議会研修会会長 

表彰 

   腸管出血性大腸菌における MLVA 法導入の効果につ

いて 

   2018.10.25 

   森主博貴、鈴木香菜、久家力也、村田学博、水本嗣郎、

長岡宏美、神田隆 

 

5） 第 55 回静岡県公衆衛生研究会第 3 分科会優秀演題 

浴槽水等におけるモノクロラミン実証試験 

2019.2.8 

水本嗣郎、鈴木香菜、久家力也、村田学博、森主博貴、

長岡宏美、神田隆 

 

大気水質部 

1) 平成 30 年度ひとり１改革運動 大賞 

   動画で残す技術伝達（新幹線騒音編） 

   2019.3.15 

   小田祐一、矢嶋雅、結城茜、前田友幸、井口大輔 
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